
 

 

「
中
学
生
探
偵
日
記
」 

                 

古
堅
元
貴 

          



 

 

【
あ
ら
す
じ
】 

千
葉
・
流
山
。
年
末
か
ら
、
こ
の
街
で
は
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー

ト
で
描
か
れ
た
落
書
き
事
件
が
、
多
発
し
て
い
た
。 

年
明
け
。
中
学
３
年
生
に
と
っ
て
は
残
り
二
か
月
で
卒
業
の
中
、

流
山
中
学
校
に
転
校
し
て
き
た
野
呂
唱
（
１
５
）
。
し
か
し
既
に
出

来
上
が
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
中
で
は
、
全
く
馴
染
め
ず
に
い
た
。 

隣
の
席
の
清
原
ゆ
う
み
（
１
５
）
と
、
授
業
の
際
の
ペ
ア
ワ
ー

ク
で
喋
る
の
が
、
唯
一
の
学
校
内
で
の
会
話
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
に
全
く
心
を
開
か
な
い
ゆ
う
み
と
、
距
離
が
縮
ま
る
事
は

な
く
、
日
々
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。 

だ
が
、「
昼
休
み
は
誰
の
目
も
気
に
せ
ず
、
机
に
突
っ
伏
し
て
寝

る
」
、
「
給
食
の
時
間
は
、
誰
と
も
話
さ
ず
、
黙
々
と
食
べ
て
い
て

も
気
に
な
ら
な
い
」
な
ど
の
共
通
点
が
分
か
り
、
２
人
は
ペ
ア
ワ

ー
ク
以
外
で
も
少
し
だ
け
喋
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

あ
る
日
、
校
門
横
に
突
如
描
か
れ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

落
書
き
。
さ
ら
に
そ
こ
に
描
か
れ
た
絵
の
通
り
、
あ
る
場
所
で
放

火
事
件
が
起
き
た
。「
予
言
の
落
書
き
」
と
し
て
、
盛
り
上
が
る
市

内
の
人
々
。 

そ
ん
な
中
、
ゆ
う
み
が
犯
人
の
犯
行
現
場
を
目
撃
し
て
し
ま
い
、

怪
我
を
負
う
。
さ
ら
に
先
日
、
ゆ
う
み
に
告
白
し
て
フ
ラ
れ
た
同

級
生
の
壮
亮
（
１
５
）
が
犯
人
だ
と
、
校
内
で
噂
が
広
ま
る
。 

 

も
う
一
つ
広
ま
っ
た
噂
。
唱
の
父
が
探
偵
で
あ
る
こ
と
。
だ
が

こ
れ
は
真
実
。
し
か
し
、
父
が
探
偵
な
だ
け
で
、
探
偵
に
な
る
願

望
は
全
く
な
い
唱
。 

「
同
級
生
が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
犯
人
扱
い
・
・
・
」 

 

唱
は
、
父
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
「
予
言
落
書
き
事
件
」
の
捜

査
を
は
じ
め
る
。
当
然
、
探
偵
ス
キ
ル
の
な
い
唱
は
、
推
理
が
全

く
で
き
な
い
。
だ
が
同
級
生
の
た
め
に
犯
人
を
捕
ま
え
た
い
。
放

課
後
や
受
験
勉
強
の
時
間
、
全
て
を
犠
牲
に
し
、
唱
は
あ
る
ト
ン

ネ
ル
内
を
張
り
込
み
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
犯
人
の
特
定
に
成
功



 

 

し
、
逮
捕
に
ま
で
繋
げ
た
。 

同
級
生
か
ら
人
生
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
、
尋
常
で
は
な
い

感
謝
を
さ
れ
た
唱
。 

卒
業
の
日
、
唱
は
探
偵
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
。 
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【

人

物

関

係

表

】

 

 
野

呂 
唱 

 

（

１

５

）

中

学

３

年

 

清

原 

ゆ

う

み

（

１

５

）

中

学

３

年

 

 

門

間 

壮

亮 

（

１

５

）

中

学

３

年

 

伊

沢 

理

久 

（

３

０

）

教

師
 

緒

方 

青 
 

（

２

５

）

警

官

 

野

呂 

警

児 

（

５

０

）

探

偵 

唱

の

父
 

 

高

橋 
 

 
 

（

４

６

）

会

社

員

 

漣 
 

 
 

 

（

１

５

）

中

学

３

年

 

凛

太

朗 
 

 

（

１

５

）

中

学

３

年

 

南

野 

恵 
 

（

５

０

）

唱

の

母 

警

児

の

元

妻 
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○ 

ト
ン
ネ
ル
内
（
深
夜
） 

壁
に
型
紙
を
使
っ
て
、
様
々
な
ス
プ
レ
ー
を
噴
射
さ
せ

て
い
る
全
身
黒
ず
く
め
の
人
物
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
壁
に
は
、
人
が
人
を
必
死
に
追
い
か
け
て
い
る
よ
う
な
、

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
バ
ン

ク
シ
ー
に
も
似
た
テ
イ
ス
ト
で
、
か
な
り
の
ク
オ
リ
テ

ィ
だ
が
。 

黒
ず
く
め
「
（
嗚
咽
し
て
い
る
）
」 

 

〇 

清
原
ゆ
う
み
の
部
屋
（
朝
） 

１
月
７
日
。
制
服
に
ス
カ
ー
フ
を
通
し
て
い
る
清
原
ゆ

う
み
（
１
５
）
。 

壁
掛
け
カ
レ
ン
ダ
ー
の
３
月
１
７
日
に
は
、
羽
の
生
え

た
ド
ク
ロ
が
飛
び
立
つ
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

見
て
い
る
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

 

〇 

通
学
路
（
昼
） 

学
校
に
向
か
っ
て
、
走
っ
て
い
る
野
呂
唱
（
１
５
）
。 

唱
「
（
焦
っ
て
い
る
）
」 

近
く
の
工
場
か
ら
、
正
午
の
チ
ャ
イ
ム
が
漏
れ
聴
こ
え

る
。 

唱
「
（
道
に
迷
い
）
え
、
ど
っ
ち
・
・
・
」 

 

〇 

通
学
路
～
ト
ン
ネ
ル
内
（
昼
） 

頭
を
抱
え
て
い
る
警
官
・
緒
方
青
（
２
７
）
。
壁
に
は
大

き
な
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
の
落
書
き
。 

急
い
で
学
校
へ
向
か
っ
て
い
る
唱
。
ト
ン
ネ
ル
内
に
入

る
と
、
落
書
き
に
気
づ
き
、
思
わ
ず
足
を
止
め
る
と
。 
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緒
方
「
（
唱
に
気
づ
き
）
こ
ん
に
ち
は
」 

唱
「
こ
ん
に
ち
は
、
あ
！
あ
の
・
・
・
流
山
中
っ
て
ど
っ
ち
で
す

か
？
」 

 

〇 

流
山
中
学
校
・
外
観
（
昼
） 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
昼
） 

担
任
の
伊
沢
理
久
（
３
０
）
が
、
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
の
中
の
１
人
に
ゆ
う
み
。 

伊
沢
「
あ
と
二
か
月
少
し
で
卒
業
で
す
。
３
１
、
い
や
３
２
人
全

員
が
元
気
に
卒
業
で
き
る
よ
う
に
、
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

じ
ゃ
あ
、
号
令
」 

日
直
の
生
徒
が
号
令
を
か
け
、
生
徒
た
ち
が
立
ち
上
が

る
と
。 

教
頭
「
（
扉
を
開
け
）
伊
沢
先
生
」 

伊
沢
「
は
い
」 

教
頭
の
横
に
は
、
汗
だ
く
の
唱
。 

伊
沢
「
（
や
っ
と
来
た
・
・
・
！
）
」 

教
室
を
出
る
伊
沢
。 

教
室
内
で
は
「
あ
れ
転
校
生
？
」
、「
初
日
か
ら
遅
刻
！
？
」

な
ど
と
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
る
生
徒
た
ち
。
そ
の
中
で
、
ひ

と
際
う
る
さ
い
門
間
壮
亮
（
１
５
）
。 

黙
っ
て
座
っ
て
い
る
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
（
早
く
帰
り
た
い
）
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

教
壇
。
伊
沢
の
横
に
は
唱
。
生
徒
と
対
面
し
て
い
る
。 

唱
「
あ
・
・
・
野
呂
唱
で
す
。
寝
坊
し
ま
し
た
。
す
い
ま
せ
ん
」 

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
困
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
。 

伊
沢
「
初
日
っ
て
緊
張
し
て
寝
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
遅
刻

し
て
し
ま
う
こ
と
あ
る
よ
ね
」 



 

3 

 

唱
「
冬
休
み
ボ
ケ
で
す
」 

教
室
内
に
変
な
空
気
。 

伊
沢
「
う
ん
、
そ
う
な
ん
だ
ね
」 

唱
「
そ
う
な
ん
で
す
」 

教
室
内
に
変
な
空
気
。 

ゆ
う
み
「
（
早
く
帰
り
た
い
）
」 

 

〇 

通
学
路
（
昼
） 

下
校
中
。
ひ
と
り
歩
い
て
い
る
唱
。
途
中
、
歩
い
て
い
る

と
、
壁
に
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ー
ア
ー
ト
の
よ
う
な
落
書
き

を
見
つ
け
る
。 

ト
ン
ネ
ル
内
で
見
た
落
書
き
と
、
同
一
人
物
が
描
い
た

と
み
ら
れ
る
絵
。 

唱
「
・
・
・
」 

そ
こ
に
自
転
車
に
乗
り
、
巡
回
し
て
い
る
警
官
・
緒
方
が

近
づ
き
。 

緒
方
「
学
校
、
見
つ
か
っ
た
？
」 

唱
「
あ
！
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

緒
方
「
よ
か
っ
た
。
も
う
帰
り
？
」 

唱
「
今
日
は
始
業
式
な
の
で
」 

緒
方
「
あ
ー
そ
っ
か
。
も
し
か
し
て
・
・
転
校
生
？
」 

唱
「
は
い
。
な
の
に
遅
刻
し
ち
ゃ
っ
て
」 

緒
方
「
じ
ゃ
後
輩
だ
」 

唱
「
え
？
」 

緒
方
「
僕
、
卒
業
生
。
流
山
中
の
」 

唱
「
お
お
！
先
輩
だ
」 

緒
方
「
何
か
あ
れ
ば
い
つ
で
も
」 

唱
「
は
い
。
（
落
書
き
を
指
さ
し
）
あ
、
こ
こ
に
も
」 

緒
方
「
最
近
多
く
て
、
こ
の
落
書
き
。
同
じ
奴
だ
よ
」 

唱
「
バ
ン
ク
シ
ー
（
と
呟
く
）
」 
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緒
方
「
ん
？
」 

唱
「
あ
、
い
や
。
引
っ
越
し
先
が
落
書
き
の
多
い
町
ほ
ど
、
萎
え

る
事
無
い
で
す
」 

緒
方
「
刺
さ
る
な
・
・
取
り
締
ま
り
、
頑
張
り
ま
す
」 

唱
「
は
い
！
」 

 

〇 

公
園
（
夜
） 

鉄
棒
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
壮
亮
（
１
５
）
。 

壮
亮
「
周
囲
に
誰
も
い
な
い
の
を
確
認
し
て
）
」 

鉄
棒
に
手
を
掛
け
よ
う
と
す
る
と
、
公
園
を
横
切
っ
て

い
る
唱
を
見
か
け
る
。 

壮
亮
「
（
あ
い
つ
、
今
日
の
転
校
生
だ
）
」 

レ
ジ
袋
を
持
っ
て
家
に
向
か
っ
て
い
る
唱
。
辺
り
を
キ

ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
る
。 

壮
亮
「
（
あ
い
つ
何
し
て
ん
だ
？
）
」 

唱
「
（
道
に
迷
っ
て
い
る
）
」 

 

〇 

３
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
・
入
口
（
夜
） 

唱
「
（
や
っ
と
着
い
た
・
・
・
）
」 

階
段
を
上
り
、
自
身
の
自
宅
で
あ
る
２
０
３
号
室
へ
向

か
う
唱
。 

 

〇 

同
・
唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

帰
宅
す
る
唱
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
「
仕
事
で
帰
る
の
遅
く
な

る
。
夕
飯
先
食
べ
て
！
す
ま
ん
」
の
紙
。
お
つ
り
を
紙
の

横
に
置
く
唱
。 

２
つ
買
っ
た
弁
当
の
一
つ
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
、
も
う
一

つ
は
食
べ
る
。 

 

〇 

流
山
中
学
校
・
外
観(

日
替
わ
り
・
朝) 
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〇 

３
年
１
組
教
室
（
朝
） 

授
業
中
。
ゆ
う
み
の
席
の
隣
に
は
、
唱
。 

英
語
教
師
「P

le
a

s
e
 r

e
a

d
 in

 p
a

ir
s

」 
隣
の
席
の
人
と
、
教
科
書
の
英
文
の
読
み
合
わ
せ
を
は

じ
め
る
生
徒
達
。 

唱
「
あ
、
お
願
い
し
ま
す
」 

ゆ
う
み
「
（
小
さ
く
会
釈
）
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

教
科
書
の
英
文
を
読
み
合
う
２
人
。 

唱
「
ク
ッ
ジ
ュ
？
・
・
・
ウ
？
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「C

o
u

ld
 y

o
u

 lik
e

」 

ペ
ア
ワ
ー
ク
が
終
わ
り
、
ど
ん
ど
ん
座
っ
て
い
く
周
り

の
生
徒
た
ち
。 

唱
「
ク
ッ
・
・
・
ジ
ュ
ウ
？
・
・
・
で
合
っ
て
る
？
」 

ゆ
う
み
「C

o
u

ld
 y

o
u

 lik
e

」 

最
後
の
ペ
ア
に
な
っ
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。 

皆
の
視
線
が
２
人
に
集
ま
っ
て
い
る
。 

唱
「
（
気
に
せ
ず
）
ク
ッ
ジ
ュ
ウ
？
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
・
・
う
ん
、
ク
ッ
ジ
ュ
ウ
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

理
科
の
授
業
。
ペ
ア
で
実
験
を
し
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。

三
角
フ
ラ
ス
コ
内
の
溶
液
の
経
過
を
観
察
し
て
い
る
。 

唱
「
（
真
剣
に
見
て
い
る
）
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

音
楽
の
授
業
。
ペ
ア
に
な
り
、
ギ
タ
ー
で
「L

e
t it B

e

」

の
練
習
を
し
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。 

唱
「
え
っ
と
・
・
・C

（
の
コ
ー
ド
）
が
・
・
・
」 

C

の
コ
ー
ド
を
ゆ
っ
く
り
弾
く
ゆ
う
み
。 
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唱
「
（
た
ど
た
ど
し
く

C

を
弾
き
）
で
、
次
が
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「G

」 
唱
「G

・
・
・
」 

G

の
コ
ー
ド
を
ゆ
っ
く
り
弾
く
ゆ
う
み
。 

唱
「
前
の
学
校
だ
と
木
琴
や
っ
て
た
か
ら
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

ま
た

C

の
コ
ー
ド
を
弾
く
唱
。 

ゆ
う
み
「
い
や

G

。
そ
れ

C

に
な
っ
て
る
か
ら
」 

唱
「
あ
、G

か
！G

ね
！
・
・
・
ん

G

っ
て
？
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

唱
「
こ
の
学
校
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
多
く
な
い
？
」 

ゆ
う
み
「
（
心
の
中
で
た
め
息
）
」 

２
人
の
や
り
取
り
が
目
に
入
る
壮
亮
。 

 

〇 

流
山
中
学
校
・
外
観
（
放
課
後
） 

帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

部
活
動
へ
向
か
っ
た
り
、
下
校
す
る
生
徒
達
。 

 

〇 

通
学
路
（
夕
） 

自
宅
に
向
か
っ
て
い
る
ゆ
う
み
。
途
中
、
壁
に
描
か
れ
た

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
落
書
き
が
目
に
入
る
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

唱
「
あ
、
お
う
」 

斜
め
後
ろ
に
は
唱
が
い
る
。 

ゆ
う
み
「
（
う
わ
、
帰
り
道
も
同
じ
！
？
）
ど
う
も
」 

唱
「
帰
り
こ
っ
ち
？
」 

ゆ
う
み
「
え
」 

唱
「
い
や
！
知
り
た
い
と
か
じ
ゃ
な
く
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 
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唱
「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
」 

去
っ
て
い
く
唱
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

 

〇 

ゆ
う
み
の
部
屋
（
夜
） 

受
験
勉
強
を
し
て
い
る
ゆ
う
み
。
壁
掛
け
カ
レ
ン
ダ
ー

の
３
月
１
７
日
を
見
る
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

 

〇 

ト
ン
ネ
ル
内
（
深
夜
） 

ト
ン
ネ
ル
内
の
落
書
き
を
見
て
い
る
全
身
黒
ず
く
め
の

人
物
。 

 

〇 

校
庭(

日
替
わ
り
・
朝) 

サ
ッ
カ
ー
の
授
業
を
し
て
い
る
１
組
の
男
子
。 

体
育
教
師
（
男
）
「
パ
ス
練
習
」 

「
ピ
ッ
！
」
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
で
ペ
ア
を
作
り
、
パ
ス
練

習
を
始
め
る
生
徒
た
ち
。
奇
数
で
１
人
残
っ
た
唱
。 

唱
「
（
ま
た
２
人
組
だ
・
・
・
）
」 

体
育
教
師
（
男
）
「
野
呂
さ
ん
は
、
先
生
と
や
ろ
う
」 

唱
「
お
願
い
し
ま
す
」 

 

〇 

体
育
館
（
朝
） 

バ
ス
ケ
の
授
業
を
し
て
い
る
１
組
の
女
子
。 

体
育
教
師
（
女
）
「
パ
ス
練
習
」 

「
ピ
ッ
！
」
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
で
ペ
ア
を
作
り
、
パ
ス
練

習
を
始
め
る
生
徒
た
ち
。
奇
数
で
１
人
残
っ
た
ゆ
う
み
。 

体
育
教
師
（
女
）
「
清
原
さ
ん
は
・
・
・
（
あ
る
ペ
ア
を
指
さ
し
）

あ
そ
こ
の
組
入
ろ
う
か
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
は
い
」 
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〇 

大
食
堂
（
昼
） 

給
食
の
時
間
。
３
年
生
全
員
が
ク
ラ
ス
ご
と
の
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
て
食
べ
て
い
る
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
黙
々
と
食
べ
て
い
る
ゆ
う
み
。
少
し
離
れ
た
位
置
に
壮

亮
。
漣
（
１
５
）
と
凛
太
朗
（
１
５
）
と
喋
り
な
が
ら
食

べ
て
い
る
。 

凛
太
朗
「
引
退
試
合
の
時
よ
り
、
今
日
の
方
が
調
子
よ
か
っ
た
ろ
」 

漣
「
そ
れ
は
ガ
チ
よ
り
の
ガ
チ
」 

壮
亮
「
全
然
本
調
子
じ
ゃ
ね
え
わ
ー
、
現
役
だ
っ
た
ら
あ
と
２
点

は
ド
リ
ブ
ル
突
破
で
行
け
た
わ
ー
」 

壮
亮
、
喋
り
な
が
ら
さ
り
げ
な
く
ゆ
う
み
を
見
て
い
る
。 

ゆ
う
み
「
（
黙
々
と
食
べ
て
い
る
）
」 

ゆ
う
み
か
ら
、
少
し
離
れ
た
位
置
に
唱
。 

ゆ
う
み
、
ち
ら
っ
と
唱
を
見
る
。
周
囲
な
ど
全
く
気
に
せ

ず
、
黙
々
と
食
べ
て
い
る
唱
。 

ゆ
う
み
「
（
少
し
共
感
）
」 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
昼
休
み
） 

教
室
に
戻
っ
て
く
る
唱
。
室
内
に
は
数
人
の
生
徒
。
そ
の

中
に
、
机
に
伏
せ
て
寝
て
い
る
ゆ
う
み
。 

唱
「
・
・
・
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

数
分
後
。
起
き
る
ゆ
う
み
。
ふ
と
横
を
見
る
と
、
机
に
伏

せ
て
寝
て
い
る
唱
。 

ゆ
う
み
「
（
少
し
共
感
）
」 

再
び
机
に
伏
せ
、
寝
る
ゆ
う
み
。 

横
並
び
で
机
に
伏
せ
寝
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。 
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〇 

流
山
中
学
校
・
外
観
（
昼
） 

５
時
間
目
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

 

〇 
３
年
１
組
教
室
（
昼
過
ぎ
） 

国
語
の
授
業
。
寝
落
ち
し
て
い
る
唱
。 

唱
「
（
小
さ
な
寝
息
）
」 

ゆ
う
み
「
（
赤
ち
ゃ
ん
並
み
に
寝
る
じ
ゃ
ん
・
・
・
）
」 

国
語
教
師
「
隣
の
人
と
話
し
合
っ
て
。
ヒ
ア
ウ
ィ
ー
ゴ―

」 

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
る
生
徒
た
ち
。
唱
が
寝
て
い
る

の
で
、
な
ん
と
な
く
教
科
書
を
眺
め
て
い
る
と
。 

国
語
教
師
「
（
ペ
ア
ワ
ー
ク
）
や
っ
て
下
さ
い
」 

ゆ
う
み
「
寝
て
い
る
の
で
・
・
・
」 

国
語
教
師
「
起
こ
し
な
さ
い
よ
」 

ゆ
う
み
「
・
・
は
い
。
（
唱
に
）
起
き
て
」 

起
き
な
い
唱
。 

国
語
教
師
「
も
っ
と
強
く
言
い
な
さ
い
！
（
大
声
で
）
ウ
ェ
イ
ク

ア
ッ
プ
！
」 

目
を
覚
ま
す
唱
。 

唱
「
あ
！
？
え
、
も
う
英
語
？
今
６
時
間
目
！
？
」 

国
語
教
師
「
・
・
・
ま
だ
５
時
間
目
の
国
語
で
す
」 

ク
ス
ク
ス
笑
う
他
の
生
徒
達
。 

ゆ
う
み
「
（
笑
み
）
」 

 

〇 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
店
内
（
夜
） 

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
コ
ー
ナ
ー
の
棚
を
見
て
い
る
ゆ
う
み
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

レ
ジ
で
会
計
し
て
い
る
ゆ
う
み
。
か
ご
の
中
に
は
、
チ
ョ

コ
や
ガ
ム
が
沢
山
入
っ
て
い
る
。 

 

〇 

同
・
出
入
口
（
夜
） 



 

10 

 

エ
コ
バ
ッ
ク
に
商
品
を
入
れ
、
店
か
ら
出
る
ゆ
う
み
。
す

る
と
出
口
で
買
い
物
を
終
え
た
唱
と
偶
然
鉢
合
う
。 

ゆ
う
み
「
う
わ
」 

唱
「
あ
」  

〇 

帰
り
道
で
通
る
公
園
（
夜
） 

家
の
方
向
が
同
じ
な
の
で
、
な
ん
と
な
く
一
緒
に
歩
く

こ
と
に
な
る
唱
と
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
（
唱
の
方
を
振
り
返
る
）
」 

唱
「
・
・
・
俺
も
家
こ
っ
ち
だ
か
ら
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

唱
「
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
（
唱
の
レ
ジ
袋
を
見
て
）
そ
れ
な
に
」 

唱
「
え
、
あ
あ
今
日
の
晩
メ
シ
」 

レ
ジ
袋
の
中
を
見
せ
る
唱
。 

ゆ
う
み
「
（
レ
ジ
袋
を
見
て
）
サ
ラ
ダ
買
い
な
よ
」 

唱
「
弁
当
に
付
い
て
る
よ
」 

唐
揚
げ
弁
当
の
小
さ
な
サ
ラ
ダ
ス
ペ
ー
ス
を
強
調
す
る

唱
。 

ゆ
う
み
「
１
日
分
の
野
菜
足
り
て
な
い
よ
」 

唱
「
１
日
分
の
野
菜
っ
て
両
手
３
倍
分
だ
か
ら
ね
」 

ゆ
う
み
「
そ
う
な
の
？
」 

唱
「
無
理
だ
よ
、
食
べ
る
の
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
（
た
し
か
に
）
」 

唱
「
そ
っ
ち
は
？
何
買
っ
た
の
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

鉄
棒
に
手
を
掛
け
、
逆
上
が
り
を
し
よ
う
と
す
る
壮
亮
。 

壮
亮
「
（
恐
怖
心
で
た
め
ら
う
）
」 

す
る
と
唱
と
ゆ
う
み
が
話
し
な
が
ら
、
歩
い
て
い
る
の

を
目
撃
す
る
壮
亮
。 
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壮
亮
「
・
・
・
」 

 
〇 
通
学
路
、
あ
る
小
売
店
（
深
夜
） 

辺
り
を
気
に
す
る
黒
ず
く
め
の
人
物
。
人
通
り
が
な
い

こ
と
を
確
認
。
周
囲
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
無
い
事
も
確
認
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
を
描
き
始
め
る
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

翌
朝
。
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
大
き
な
落
書
き
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

落
書
き
を
さ
れ
た
店
の
店
主
に
聞
き
込
み
を
し
て
い
る

緒
方
。 

店
主
「
防
犯
カ
メ
ラ
無
い
の
よ
ー
、
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
は
貼
っ
て

あ
る
け
ど
」 

緒
方
「
ス
テ
ッ
カ
ー
で
は
、
も
う
防
犯
に
な
る
時
代
じ
ゃ
な
い
っ

す
よ
ね
」 

店
主
「
そ
う
よ
ー
む
し
ろ
防
犯
カ
メ
ラ
は
な
い
か
ら
、
ス
テ
ッ
カ

ー
貼
っ
て
ま
す
よ
、
っ
て
言
っ
て
る
よ
う
な
も
の
よ
」 

緒
方
「
そ
ん
な
悲
し
い
事
、
言
わ
な
い
で
下
さ
い
」 

店
主
「
悲
し
い
わ
よ
！
こ
ん
な
落
書
き
さ
れ
て
。
す
ご
く
ア
ー
テ

ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
描
き
方
な
の
が
、
ま
た
な
ん
と
も
・
・
・
」 

緒
方
「
こ
う
い
う
の
は
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
言
わ
な
い
で

す
よ
」 

店
主
「
言
っ
て
な
い
わ
よ
！
落
書
き
に
し
て
は
っ
て
意
味
で
よ
！

こ
ん
な
落
書
き
認
め
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
！
犯
人
捕
ま
え
て

よ
！
」 

緒
方
「
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
」 

少
し
離
れ
た
所
か
ら
、
自
転
車
を
止
め
、
落
書
き
を
見
て

い
る
野
呂
警
児
（
５
０
）
。 

警
児
「
・
・
・
」 
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〇 

３
年
１
組
教
室
（
朝
） 

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
前
。
自
席
で
自
主
学
習
を
し
て
い

る
ゆ
う
み
。
唱
、
登
校
し
て
き
て
。 

唱
「
お
は
よ
う
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
お
は
よ
」 

直
後
、
ゆ
う
み
の
前
へ
来
る
壮
亮
。 

壮
亮
「
清
原
さ
、
放
課
後
空
い
て
る
？
」 

ゆ
う
み
「
え
、
な
に
」 

壮
亮
「
話
し
あ
っ
て
さ
、
あ
の
」 

ゆ
う
み
「
え
、
な
に
」 

壮
亮
「
そ
れ
を
ね
、
放
課
後
に
」 

ゆ
う
み
「
え
、
ほ
ん
と
な
に
」 

壮
亮
「
い
や
・
・
・
じ
ゃ
い
い
よ
」 

自
席
に
戻
る
壮
亮
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

再
び
自
主
学
習
を
す
る
ゆ
う
み
。 

唱
「
・
・
・
」 

 

○ 

流
山
中
学
校
・
外
観
（
夕
） 

帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
放
課
後
） 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
終
わ
り
、
足
早
に
教
室
を
出
る
ゆ
う

み
。 

壮
亮
「
（
ゆ
う
み
を
気
に
し
て
い
る
）
」 

唱
「
（
ゆ
う
み
と
壮
亮
を
見
て
い
る
）
」 

伊
沢
「
野
呂
さ
ん
」 

教
壇
へ
向
か
う
唱
。 

伊
沢
「
進
路
に
つ
い
て
な
ん
だ
け
ど
」 

唱
「
あ
っ
」 
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伊
沢
「
転
校
し
て
き
た
ば
か
り
で
、
大
変
だ
と
は
思
う
け
ど
、
願

書
提
出
も
迫
っ
て
い
る
か
ら
」 

唱
「
決
め
な
き
ゃ
で
す
よ
ね
・
・
・
」 

 

〇 

昇
降
口
（
放
課
後
） 

下
校
す
る
唱
。
す
る
と
壮
亮
が
近
づ
い
て
き
て
。 

壮
亮
「
ち
ょ
っ
と
い
い
か
」 

唱
「
！
？
」 

 

〇 

河
川
敷
（
夕
） 

江
戸
川
沿
い
。
対
面
し
て
い
る
唱
と
壮
亮
。 

壮
亮
「
（
身
体
を
モ
ジ
モ
ジ
さ
せ
て
い
る
）
」 

喧
嘩
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
も
見
え
る
壮
亮
の

様
子
。 

唱
「
（
喧
嘩
？
転
校
生
だ
よ
、
勘
弁
し
て
よ
・
・
）
」 

壮
亮
「
・
・
・
清
原
と
付
き
合
っ
て
る
の
？
」 

唱
「
え
」 

壮
亮
「
付
き
合
っ
て
は
な
い
？
」 

唱
「
う
ん
。
え
？
」 

壮
亮
「
で
も
距
離
感
近
け
ー
よ
ね
」 

唱
「
そ
れ
は
隣
の
席
だ
か
ら
」 

壮
亮
「
そ
こ
の
距
離
じ
ゃ
ね
ー
よ
」 

唱
「
・
・
・
ご
め
ん
」 

壮
亮
「
て
か
お
ま
え
が
ど
う
い
う
状
況
だ
っ
て
、
俺
に
脈
が
な
い

こ
と
に
は
変
わ
ん
ね
え
な
」 

唱
「
・
・
・
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

土
手
に
座
っ
て
い
る
唱
と
壮
亮
。 

唱
「
（
こ
れ
は
・
・
・
ど
う
い
う
状
況
？
）
」 

壮
亮
「
う
お
お
お
ぉ
・
・
・
（
と
悶
え
る
）
」 
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唱
「
大
丈
夫
？
」 

壮
亮
「
お
か
し
く
な
り
そ
う
だ
」 

唱
「
・
・
・
ど
こ
が
、
好
き
と
か
あ
る
の
？
」 

壮
亮
「
あ
？
」 

唱
「
・
・
・
ご
め
ん
」 

壮
亮
「
・
・
・
自
分
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
る
感
じ
。
俺
に
は
な
い

か
ら
」 

唱
「
そ
う
な
ん
だ
」 

壮
亮
「
あ
と
大
人
っ
ぽ
い
感
じ
。
俺
に
は
な
い
か
ら
」 

唱
「
う
ん
（
ま
だ
言
う
の
？
）
」 

壮
亮
「
あ
と
何
考
え
て
る
か
、
俺
に
は
分
か
ら
な
い
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
感
じ
。
俺
に
は
な
い
か
ら
」 

唱
「
う
ん
（
ど
こ
ま
で
言
う
の
？
）
」 

壮
亮
「
あ
と
目
。
ほ
ん
と
目
が
キ
レ
イ
」 

唱
「
・
・
・
門
間
君
も
目
、
き
れ
い
だ
よ
」 

壮
亮
「
あ
？
」 

唱
「
ご
め
ん
ご
め
ん
、
冗
談
」 

壮
亮
「
冗
談
な
の
か
よ
」 

唱
「
で
も
、
い
き
な
り
聞
い
て
そ
ん
な
に
好
き
な
所
出
る
の
す
ご

い
」 

壮
亮
「
好
き
だ
か
ら
。
お
ま
え
は
ど
う
な
ん
だ
よ
、
好
き
な
人
」 

唱
「
い
な
い
よ
。
転
校
生
だ
し
」 

壮
亮
「
関
係
ね
え
だ
ろ
、
気
に
な
っ
て
る
人
は
？
」 

唱
「
い
な
い
い
な
い
」 

壮
亮
「
清
原
は
？
気
に
な
っ
て
も
な
い
の
？
」 

唱
「
え
、
な
い
よ
」 

壮
亮
「
は
？
今
の
な
ん
の
、
え
、
だ
よ
！
」 

唱
「
ほ
ん
と
に
、
ほ
ん
と
に
！
」 

な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
な
２
人
。 
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〇 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
（
夜
） 

ポ
ス
ト
の
中
を
確
認
す
る
ゆ
う
み
。
都
内
の
私
立
高
校

の
願
書
が
届
い
て
い
る
。
ゆ
う
み
の
第
一
志
望
の
高
校

の
願
書
だ
。 

ゆ
う
み
「
（
気
が
締
ま
る
）
」 

ポ
ス
ト
に
は
も
う
１
枚
入
っ
て
い
る
。
見
る
と
、「
そ
の

悩
み
、
捜
査
し
ま
す
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
探
偵

事
務
所
の
チ
ラ
シ
。 

ゆ
う
み
「
（
軽
く
見
て
、
横
の
ご
み
箱
に
捨
て
る
）
」 

 

〇 

唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

台
所
で
ぎ
こ
ち
な
く
料
理
を
し
て
い
る
警
児
。
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
、
横
目
で
警
児
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
る

唱
。 

唱
「
（
大
丈
夫
？
・
・
・
）
」 

警
児
「
お
っ
け
ー
い
」 

テ
ー
ブ
ル
に
料
理
を
並
べ
始
め
る
警
児
。 

警
児
「
ご
飯
だ
、
ご
飯
」 

ま
ず
は
ボ
ウ
ル
一
杯
の
サ
ラ
ダ
を
出
す
警
児
。 

警
児
「
緑
食
え
ー
野
菜
食
え
」 

唱
「
こ
ん
な
食
べ
れ
な
い
」 

警
児
「
い
つ
も
食
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
。
貯
金
、
野
菜
の
体
内
貯

金
」 

唱
「
野
菜
は
貯
金
に
な
ら
な
い
よ
」 

 

〇 

ゆ
う
み
の
部
屋
（
夜
） 

受
験
勉
強
を
し
て
い
る
ゆ
う
み
。
部
屋
の
外
か
ら
。 

ゆ
う
み
母
（
声
）
「
ご
は
ん
、
置
い
と
く
よ
」 

ゆ
う
み
「
う
ん
、
あ
り
が
と
」 

勉
強
が
捗
ら
ず
、
ノ
ー
ト
に
ペ
ン
で
、
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
と
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落
書
き
を
す
る
ゆ
う
み
。 

 
〇 
流
山
中
学
校
・
校
門
近
く
（
深
夜
） 

あ
る
壁
を
見
て
い
る
黒
ず
く
め
の
人
物
。
手
に
は
ス
プ

レ
ー
な
ど
が
入
っ
て
い
る
カ
バ
ン
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

朝
。
校
門
横
の
壁
に
落
書
き
。
人
が
ゴ
ミ
の
山
に
火
を
投

げ
、
燃
や
し
て
い
る
よ
う
な
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

ゆ
う
み
、
通
り
か
か
る
と
生
徒
達
の
群
れ
。
ど
ん
ど
ん
集

ま
っ
て
く
る
生
徒
た
ち
。 

「
集
ま
っ
て
こ
な
い
！
」
、「
教
室
入
り
な
さ
い
」
な
ど
と

注
意
す
る
教
師
ら
。 

教
頭
ら
と
話
し
て
い
る
警
官
・
緒
方
。 

ゆ
う
み
、
落
書
き
を
見
て
い
る
と
。 

唱
「
（
落
書
き
を
見
て
）
う
わ
」 

ゆ
う
み
「
（
唱
に
気
づ
く
）
」 

唱
「
落
書
き
の
ク
オ
リ
テ
ィ
じ
ゃ
な
い
。
バ
ン
ク
シ
ー
の
ク
オ
リ

テ
ィ
」 

ゆ
う
み
「
は
？
」 

唱
「
知
ら
な
い
？
バ
ン
ク
シ
ー
」 

ゆ
う
み
「
だ
か
ら
？
」 

唱
「
だ
か
ら
バ
ン
ク
シ
ー
に
憧
れ
て
る
人
が
描
い
て
る
の
か
な
っ

て
。
そ
れ
と
も
バ
ン
ク
シ
ー
本
人
？
」 

校
内
へ
入
っ
て
行
く
ゆ
う
み
。 

 

〇 

美
術
室
（
朝
） 

美
術
の
授
業
。
模
造
紙
に
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
い
る
生
徒

た
ち
。
校
門
横
の
落
書
き
を
真
似
る
よ
う
に
描
い
て
い

る
壮
亮
。 
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凛
太
朗
「
（
壮
亮
の
絵
を
見
て
）
さ
っ
き
の
じ
ゃ
ん
」 

漣
「
壮
亮
上
手
っ
」 

壮
亮
「
バ
ン
ク
シ
ー
の
模
倣
だ
よ
」 

凛
太
朗
「
な
に
バ
ン
ク
シ
ー
て
」 

漣
「
バ
ウ
ン
デ
ィ
？
」 

凛
太
朗
「
そ
れ
歌
手
。
怪
獣
に
花
唄
歌
わ
せ
る
人
」 

漣
「
あ
れ
っ
て
、
怪
獣
を
手
懐
け
た
歌
な
の
？
」 

壮
亮
「
画
家
。
バ
ン
ク
シ
ー
。
正
体
不
明
の
路
上
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」 

ゆ
う
み
に
も
聞
こ
え
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
、
バ
ン
ク
シ
ー

の
雑
学
を
語
っ
て
い
る
壮
亮
。 

全
く
気
に
も
留
め
ず
、
絵
を
描
い
て
い
る
ゆ
う
み
。
生
徒

た
ち
の
絵
を
見
て
い
る
伊
沢
。
壮
亮
の
絵
を
見
て
、
立
ち

止
ま
る
。 

伊
沢
「
・
・
・
」 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

唱
と
ゆ
う
み
が
描
い
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
。 

唱
「
（
ゆ
う
み
の
絵
を
見
て
）
上
手
い
ね
」 

ゆ
う
み
「
別
に
」 

唱
「
（
う
ま
く
描
け
ず
）
あ
あ
ー
ー
ー
」 

唱
の
絵
を
見
る
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
（
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
困
る
・
・
・
）
」 

唱
「
す
ご
い
よ
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
絵
の
具
で
よ
り
作
品
壊
れ

て
い
く
か
ら
」 

ゆ
う
み
「
誇
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
」 

唱
「
あ
の
落
書
き
の
絵
」 

ゆ
う
み
「
え
（
描
く
手
が
止
ま
る
）
」 

唱
「
も
っ
た
い
な
い
よ
な
。
も
っ
と
別
の
所
で
描
け
ば
い
い
の
に
」 

ゆ
う
み
「
（
絵
を
描
き
続
け
る
）
」 

 

〇 

公
園
（
夜
） 
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人
目
を
気
に
し
な
が
ら
逆
上
が
り
の
練
習
を
し
て
い
る

壮
亮
。
何
度
も
ト
ラ
イ
し
よ
う
と
す
る
が
、
恐
怖
心
で
回

る
こ
と
が
出
来
な
い
。 

唱
「
何
し
て
る
の
」 

壮
亮
「
う
お
ぉ
！
？
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

鉄
棒
に
寄
り
か
か
り
な
が
ら
、
話
し
て
い
る
唱
と
壮
亮
。 

壮
亮
「
む
し
ろ
得
意
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
小
３
の
と
き
に
連
続
逆

上
が
り
や
っ
て
た
ら
、
頭
か
ら
落
ち
た
の
よ
。
そ
れ
以
来
出
来

な
く
な
っ
て
」 

唱
「
そ
う
な
ん
だ
」 

壮
亮
「
今
だ
っ
た
ら
出
来
る
か
な
と
思
っ
て
、
最
近
練
習
し
て
る

ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
怖
い
な
」 

唱
「
そ
れ
は
怖
い
よ
」 

壮
亮
「
絶
対
言
う
な
よ
」 

唱
「
言
わ
な
い
よ
。
言
う
人
も
い
な
い
し
」 

壮
亮
「
清
原
ゆ
う
み
が
い
る
だ
ろ
」 

唱
「
え
？
」 

壮
亮
「
仲
い
い
じ
ゃ
ん
」 

唱
「
そ
れ
は
席
が
・
・
・
」 

壮
亮
「
近
い
だ
け
じ
ゃ
ね
え
よ
。
お
ま
え
ら
は
」 

唱
「
え
？
」 

壮
亮
「
お
互
い
転
校
生
だ
か
ら
か
ー
」 

唱
「
ん
？
そ
う
な
の
？
」 

壮
亮
「
ち
ょ
う
ど
お
ま
え
の
１
年
前
だ
よ
。
清
原
が
転
校
し
て
き

た
の
」 

唱
「
・
・
・
転
校
生
な
ん
だ
」 

壮
亮
「
今
年
ク
ラ
ス
一
緒
に
な
っ
て
さ
。
ほ
と
ん
ど
話
し
た
こ
と

無
い
の
に
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な
っ
て
」 

唱
「
お
お
」 
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壮
亮
「
で
、
２
学
期
の
は
じ
め
に
席
隣
に
な
っ
て
さ
！
だ
か
ら
と

言
っ
て
、
喋
れ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、
で
も
ペ
ア
ワ
ー

ク
の
と
き
、
俺
全
然
で
き
な
い
の
に
、
優
し
い
ん
だ
よ
！
」 

唱
「
出
た
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
」 

話
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
く
壮
亮
。 

 

〇 

ゆ
う
み
の
部
屋(
夜)  

 

勉
強
の
休
憩
中
。
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
り
、
ス
マ
ホ
で
バ
ン

ク
シ
ー
の
絵
を
見
て
い
る
ゆ
う
み
。 

 

〇 

通
学
路
近
く
の
あ
る
道
（
深
夜
） 

黒
ず
く
め
の
人
物
、
周
囲
に
人
が
い
な
い
の
を
確
認
し
、

か
ば
ん
か
ら
ス
プ
レ
ー
を
出
そ
う
と
す
る
と
、
遠
く
か

ら
人
影
。 

黒
ず
く
め
「
！
？
」 

自
転
車
に
乗
っ
た
警
児
が
向
か
っ
て
く
る
。 

黒
ず
く
め
「
（
警
児
に
気
づ
き
、
立
ち
去
る
）
」 

何
事
も
な
く
、
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
警
児
。 

 

〇 

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ポ
ス
ト
（
深
夜
） 

各
ポ
ス
ト
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
て
い
る
警
児
。 

 

〇 

唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

寝
起
き
で
リ
ビ
ン
グ
に
や
っ
て
く
る
唱
。
テ
ー
ブ
ル
に

突
っ
伏
し
て
寝
て
い
る
警
児
。 

唱
「
・
・
・
」 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

制
服
に
着
替
え
、
玄
関
を
出
る
唱
。 

依
然
、
テ
ー
ブ
ル
に
突
っ
伏
し
て
寝
て
い
る
警
児
。
毛
布

が
か
け
ら
れ
て
い
る
。 
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〇 

３
年
１
組
教
室
（
朝
） 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
前
。
唱
の
前
に
来
る
壮
亮
。 

壮
亮
「
う
い
す
ー
」 

唱
「
お
は
よ
う
」 

横
席
の
ゆ
う
み
を
意
識
し
て
し
ま
う
壮
亮
。 

壮
亮
「
・
・
・
お
ま
え
ん
ち
っ
て
探
偵
？
」 

唱
「
え
？
」 チ

ラ
シ
を
出
す
壮
亮
。
そ
こ
に
は
「
そ
の
悩
み
、
捜
査
し

ま
す
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
チ
ラ
シ
。
探
偵
会
社
名
は

「
野
呂
探
偵
事
務
所
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

唱
「
（
チ
ラ
シ
の
存
在
を
知
ら
ず
）
！
？
」 

壮
亮
「
野
呂
っ
て
。
野
呂
だ
ろ
、
お
ま
え
」 

ゆ
う
み
「
（
あ
の
チ
ラ
シ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
・
・
・
）
」 

唱
「
・
・
・
父
親
が
探
偵
な
ん
だ
よ
ね
」 

壮
亮
「
す
げ
ー
」 

唱
「
全
然
。
そ
の
せ
い
で
引
っ
越
し
た
し
」 

壮
亮
「
引
っ
越
し
て
き
た
の
は
事
件
と
か
で
？
」 

唱
「
い
や
、
親
が
離
婚
し
て
。
そ
れ
で
」 

壮
亮
「
・
・
・
ご
め
ん
」 

唱
「
い
や
い
や
。
親
が
探
偵
っ
て
い
う
の
も
ね
ー
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

 

〇 

美
術
室
（
朝
） 

美
術
の
授
業
。
絵
を
描
い
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
家
に
も
チ
ラ
シ
入
っ
て
た
」 

唱
「
ど
こ
ま
で
配
っ
て
る
ん
だ
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
探
偵
っ
て
ど
ん
な
仕
事
な
の
？
」 

唱
「
え
？
浮
気
、
不
倫
、
二
股
の
調
査
と
か
」 

ゆ
う
み
「
そ
れ
っ
て
違
い
あ
る
の
」 
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唱
「
知
ら
な
い
」 

ゆ
う
み
「
将
来
は
探
偵
に
な
る
の
？
」 

唱
「
え
、
い
や
い
や
い
や
・
・
・
」 

 

○ 

３
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
・
入
口
（
昼
） 

２
０
３
号
室
の
ポ
ス
ト
に
は
「
野
呂
探
偵
事
務
所
」
の
表

札
。 

 

○ 

同
・
唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
昼
） 

依
頼
主
の
女
性
と
対
面
し
て
い
る
警
児
。 

警
児
「
で
は
浮
気
の
方
を
・
・
」 

依
頼
人
「
不
倫
で
す
。
主
人
は
そ
い
つ
と
肉
体
関
係
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
証
拠
を
掴
ん
で
下
さ
い
」 

警
児
「
・
・
・
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
で
は
不
倫
調
査
と
い
う
こ

と
で
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」 

 

〇 

公
園
（
夜
） 

買
い
物
帰
り
の
唱
。
公
園
を
横
切
る
と
、
鉄
棒
に
寄
り
か

か
り
、
う
な
だ
れ
て
い
る
壮
亮
を
目
撃
し
。 

唱
「
お
う
」 

壮
亮
「
・
・
・
撃
沈
し
た
」 

唱
「
え
？
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
唱
と
壮
亮
。 

壮
亮
「
分
か
っ
て
た
け
ど
さ
、
ま
あ
・
・
・
」 

唱
「
す
ご
い
」 

壮
亮
「
え
？
」 

唱
「
告
白
で
き
た
こ
と
な
い
、
俺
」 

壮
亮
「
俺
も
初
め
て
だ
よ
。
初
が
撃
沈
・
・
・
」 

唱
「
告
白
の
成
功
率
っ
て
４
割
ら
し
い
よ
」 
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壮
亮
「
な
ん
だ
よ
、
そ
の
慰
め
に
も
嫌
味
に
も
取
り
づ
ら
い
ビ
ミ

ョ
ー
な
数
字
」 

唱
「
い
や
、
慰
め
の
つ
も
り
で
・
・
・
」 

壮
亮
「
で
も
何
か
、
勇
気
の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
上
が
っ
た
気
が
す

る
」 

唱
「
う
ん
」 

壮
亮
「
試
合
の
と
き
の
勝
負
強
さ
も
、
二
段
階
く
ら
い
上
が
っ
た

気
が
す
る
」 

唱
「
い
い
ね
」 

壮
亮
「
で
も
や
っ
ぱ
辛
れ
え
あ
あ
ー
！
（
と
鉄
棒
を
掴
み
、
勢
い

で
逆
上
が
り
を
す
る
）
」 

唱
「
（
逆
上
が
り
が
出
来
た
こ
と
に
）
あ
」 

壮
亮
「
え
・
・
・
今
、
出
来
た
よ
な
？
」 

唱
「
う
ん
」 

壮
亮
「
（
う
れ
し
さ
で
叫
ぶ
！
）
」 

唱
「
す
ご
い
」 

壮
亮
「
告
白
し
て
、
フ
ラ
れ
た
ら
、
出
来
た
！
？
」 

２
人
し
て
喜
ぶ
唱
と
壮
亮
。 

壮
亮
「
あ
の
さ
！
・
・
・
」 

唱
「
？
」 

 

〇 

河
川
敷
（
深
夜
） 

高
架
下
の
壁
に
落
書
き
を
し
て
い
る
黒
ず
く
め
の
人
物
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

横
の
ゴ
ミ
の
山
に
、
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
る
黒
ず
く

め
の
人
物
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

燃
え
る
ゴ
ミ
の
山
。
異
変
か
ら
、
近
く
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が

テ
ン
ト
か
ら
出
る
と 

ホ
ー
ム
レ
ス
「
え
、
あ
あ
あ
！
？
」 
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川
の
水
な
ど
を
利
用
し
、
な
ん
と
か
消
火
し
よ
う
と
す

る
ホ
ー
ム
レ
ス
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

朝
。
パ
ト
カ
ー
数
台
が
止
ま
っ
て
い
る
。
現
場
検
証
を
し

て
い
る
刑
事
ら
。
そ
の
中
に
ホ
ー
ム
レ
ス
に
話
を
聞
い

て
い
る
緒
方
。 

壁
に
は
、
人
が
ゴ
ミ
の
山
に
火
を
放
っ
て
い
る
よ
う
な

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
の
落
書
き
。 

 

○ 

流
山
市
内
・
景
観
（
夜
～
朝
） 

夜
か
ら
朝
に
変
わ
っ
て
い
く
街
並
み
。 

 

○ 

通
学
路
近
く
の
道
（
朝
） 

制
服
姿
の
壮
亮
。
だ
が
学
校
と
は
反
対
の
方
角
に
歩
い

て
い
く
。 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
朝
） 

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
中
。
壮
亮
の
席
は
空
席
。 

唱
「
（
壮
亮
の
こ
と
を
気
に
し
て
る
）
」 

ゆ
う
み
「
（
壮
亮
の
こ
と
を
気
に
し
て
る
）
」 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

授
業
中
。
す
る
と
窓
際
の
席
の
凛
太
朗
が
。 

凛
太
朗
「
ん
、
煙
？
」 

漣
「
マ
ジ
じ
ゃ
ん
！
？
火
事
」 

窓
に
向
か
う
生
徒
た
ち
の
視
線
。 

 

〇 

同
・
校
門
近
く
の
道
（
朝
） 

道
路
に
面
し
た
ゴ
ミ
捨
て
置
き
場
か
ら
火
が 

出
て
、
燃
え
て
い
る
。
そ
れ
は
校
門
横
に
描
か
れ
た
落
書

き
と
、
同
じ
よ
う
な
描
写
だ
。 
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×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

夕
方
。
ス
マ
ホ
で
落
書
き
を
撮
影
し
て
い
る
女
子
高
生

た
ち
。
そ
れ
を
注
意
す
る
緒
方
。 

緒
方
「
は
い
、
撮
ら
な
い
！
ど
う
せ
撮
っ
た
っ
て
見
返
さ
な
い
だ

ろ
！
」 

「
イ
ン
ス
タ
用
だ
し
ー
」
、「
今
ビ
ー
リ
ア
ル
来
て
！
」
な

ど
と
ふ
ざ
け
て
る
女
子
高
生
ら
。 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
。
昨
日
の
放
火
事
件
に
つ
い
て
喚

起
し
て
い
る
伊
沢
。 

伊
沢
「
皆
さ
ん
も
気
を
付
け
て
下
さ
い
」 

唱
「
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
後
。
美
術
室
へ
向
か
う
生
徒
達
。
壮
亮
の

所
に
凛
太
朗
、
漣
や
っ
て
き
て
。 

凛
太
朗
「
壮
亮
、
昨
日
ど
う
し
た
の
？
」 

壮
亮
「
い
や
、
普
通
に
体
調
崩
し
て
さ
ー
」 

漣
「
ま
じ
か
、
も
う
ち
ょ
い
で
皆
勤
賞
だ
っ
た
の
に
」 

壮
亮
「
別
に
狙
っ
て
ね
え
し
。
あ
ん
な
も
ん
取
れ
れ
ば
出
し
。
て

か
皆
勤
賞
っ
て
必
要
あ
る
か
？
」 

 

○ 

美
術
室
（
朝
） 

美
術
の
授
業
。
絵
を
描
い
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。 

唱
「
絵
を
注
目
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
燃
や
し
た
」 

ゆ
う
み
「
な
に
？
」 

唱
「
落
書
き
。
絵
を
評
価
し
て
も
ら
い
た
く
て
、
で
も
皆
は
落
書

き
と
し
か
思
っ
て
く
れ
な
く
て
、
だ
か
ら
落
書
き
の
通
り
に
、

事
件
を
起
こ
し
た
」 
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ゆ
う
み
「
そ
れ
推
理
？
や
っ
ぱ
り
探
偵
に
な
り
た
い
ん
だ
」 

唱
「
・
・
・
い
や
あ
」 

 

○ 
大
食
堂
（
昼
） 

給
食
の
時
間
。
壮
亮
、
凛
太
朗
、
漣
が
喋
り
な
が
ら
食
べ

て
い
る
と
。 

壮
亮
「
（
見
ら
れ
て
る
？
）
」 

他
ク
ラ
ス
の
生
徒
か
ら
視
線
を
感
じ
る
壮
亮
。 

 

○ 

校
庭
（
昼
休
み
） 

３
人
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
壮
亮
、
凛
太
朗
、
漣
。
時

よ
り
他
の
生
徒
か
ら
の
視
線
を
感
じ
る
壮
亮
。 

壮
亮
「
・
・
・
な
ん
か
あ
っ
た
？
」 

凛
太
朗
「
え
？
」 

壮
亮
「
い
や
あ
、
す
げ
え
見
ら
れ
て
る
と
い
う
か
、
ザ
ワ
ザ
ワ
さ

れ
て
る
感
じ
が
」 

漣
「
・
・
・
壮
亮
、
な
ん
で
休
ん
だ
の
」 

凛
太
朗
「
い
い
だ
ろ
・
・
・
」 

壮
亮
「
ん
？
」 

漣
「
こ
の
前
、
校
門
近
く
の
ゴ
ミ
捨
て
場
で
放
火
あ
っ
た
日
」 

壮
亮
「
あ
あ
、
あ
の
日
な
の
か
、
放
火
あ
っ
た
の
」 

漣
「
壮
亮
が
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
」 

壮
亮
「
え
、
待
て
待
て
。
な
ん
で
」 

漣
「
描
い
て
た
だ
ろ
、
美
術
の
時
間
。
校
門
前
の
絵
」 

壮
亮
「
え
？
あ
ー
、
え
！
そ
れ
で
？
」 

漣
「
・
・
・
じ
ゃ
あ
な
ん
で
そ
の
日
休
ん
だ
の
？
」 

壮
亮
「
そ
れ
は
・
・
体
調
悪
く
て
」 

漣
「
そ
の
日
、
壮
亮
が
あ
の
辺
歩
い
て
た
の
見
た
っ
て
人
も
い
る

ん
だ
よ
」 

壮
亮
「
・
・
・
な
ん
だ
よ
そ
れ
」 
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凛
太
朗
「
な
わ
け
な
い
だ
ろ
」 

漣
「
あ
い
つ
な
ら
や
り
か
ね
な
い
っ
て
、
言
わ
れ
て
る
ん
だ
よ
」 

壮
亮
「
・
・
・
は
？
ど
ん
な
こ
じ
つ
け
だ
よ
・
・
・
」 

険
悪
な
ム
ー
ド
の
３
人
。 

 

○ 

公
園
（
夜
） 

公
園
を
通
る
唱
。
鉄
棒
の
と
こ
ろ
に
は
誰
も
い
な
い
。 

唱
「
（
壮
亮
が
気
に
な
る
）
」 

 

○ 

通
学
路
、
あ
る
小
売
店
（
夜
） 

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
描
か
れ
た
落
書
き
を
見
て
い
る
唱
。 

 

○ 

河
川
敷
（
夜
） 

壁
の
落
書
き
を
見
て
い
る
唱
。 

 

〇 

ト
ン
ネ
ル
内
（
夜
） 

ト
ン
ネ
ル
の
壁
に
描
か
れ
た
落
書
き
を
見
に
来
た
唱
。

す
る
と
そ
こ
に
は
、
落
書
き
を
見
て
い
る
伊
沢
。 

伊
沢
「
（
唱
に
気
づ
き
）
野
呂
さ
ん
？
」 

唱
「
あ
・
・
・
こ
ん
ば
ん
は
」 

伊
沢
「
こ
ん
ば
ん
は
。
何
し
て
る
の
？
」 

唱
「
散
歩
し
て
て
・
・
・
先
生
は
？
」 

伊
沢
「
こ
れ
か
ら
帰
る
と
こ
ろ
。
少
し
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
」 

唱
「
え
？
」 

伊
沢
「
い
や
、
美
術
を
や
っ
て
い
る
端
く
れ
と
し
て
、
見
入
っ
て

し
ま
っ
て
・
・
よ
く
な
い
ね
、
落
書
き
な
の
に
」 

唱
「
・
・
・
」 

伊
沢
「
も
う
遅
い
か
ら
、
野
呂
さ
ん
も
気
を
付
け
て
」 

唱
「
・
・
・
は
い
」 
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○ 

大
食
堂
（
昼
） 

給
食
の
時
間
。
黙
々
と
食
べ
て
い
る
壮
亮
。 

凛
太
朗
「
（
壮
亮
を
気
に
し
て
い
る
）
」 

漣
「
（
壮
亮
を
気
に
し
て
い
る
）
」 

ゆ
う
み
「
（
壮
亮
を
気
に
し
て
い
る
）
」 

唱
「
（
壮
亮
を
気
に
し
て
い
る
）
」 

 

○ 

廊
下
（
昼
休
み
） 

教
室
へ
向
か
っ
て
い
る
壮
亮
、
凛
太
朗
、
漣
。
通
り
過
ぎ

る
生
徒
た
ち
の
視
線
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
壮
亮
。 

壮
亮
「
（
皆
が
自
分
の
噂
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
）
」 

凛
太
朗
「
気
に
す
ん
な
」 

漣
「
・
・
・
」 

漣
、
Ｓ
Ｐ
が
警
護
対
象
者
を
守
る
よ
う
な
立
ち
位
置
に

な
り
、
壮
亮
を
生
徒
達
の
目
線
か
ら
隠
す
。 

漣
「
お
れ
Ｓ
Ｐ
向
い
て
る
か
も
な
ー
」 

凛
太
朗
「
あ
、
Ｓ
Ｐ
な
ん
だ
。
コ
ミ
ケ
の
行
列
を
規
制
し
て
る
係

員
さ
ん
か
と
思
っ
た
」 

漣
「
お
ま
え
ぶ
っ
飛
ば
す
ぞ
！
」 

壮
亮
「
（
あ
り
が
と
う
）
」 

 

〇 

美
術
準
備
室
（
放
課
後
） 

壮
亮
の
描
い
た
絵
を
見
て
い
る
伊
沢
。 

伊
沢
「
・
・
・
」 

 

〇 

校
門
近
く
の
道
（
夜
） 

茂
み
か
ら
校
門
を
見
て
い
る
唱
。
全
身
黒
ず
く
め
で
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
。
巡
回
中
の
緒
方
、
不
審
者
だ
と
思

い
、
声
を
か
け
る
。 

緒
方
「
こ
ん
ば
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
」 



 

28 

 

唱
「
（
緒
方
に
気
づ
き
、
マ
ス
ク
を
外
し
）
」 

緒
方
「
お
お
！
君
か
」 

唱
「
・
・
・
張
り
込
ん
で
る
ん
で
す
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
食
べ
て
、
伊
沢
が
出
て
く
る
の
を
待

っ
て
い
る
唱
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

受
験
勉
強
と
し
て
教
科
書
を
読
み
な
が
ら
、
伊
沢
を
待

っ
て
い
る
唱
。
だ
が
す
ぐ
飽
き
る
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

眠
気
と
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
、
伊
沢
を
待
っ
て
い
る
唱
。

す
る
と
校
門
か
ら
出
て
く
る
伊
沢
。 

唱
「
（
よ
う
や
く
！
？
）
」 

時
計
を
確
認
す
る
と
、
時
刻
は
２
１
時
。 

唱
「
（
こ
ん
な
時
間
ま
で
・
・
・
）
」 

 

〇 

通
学
路
～
駅
ま
で
の
道
の
り
（
夜
） 

駅
へ
向
か
う
伊
沢
を
尾
行
し
て
い
る
唱
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

壁
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト
の
落
書
き
で
立
ち
止
ま
り
、

見
て
い
る
伊
沢
。
そ
の
姿
を
見
て
い
る
唱
。
そ
の
背
後

で
、
唱
を
追
う
人
影
。 

 

〇 

駅
前
（
夜
） 

伊
沢
を
尾
行
し
て
い
る
唱
。
す
る
と
。 

男
「
な
に
や
っ
て
ん
だ
」 

唱
、
振
り
返
る
と
、
自
転
車
に
乗
っ
た
警
児
。 

唱
「
う
わ
！
？
」 

警
児
「
せ
め
て
自
転
車
で
尾
行
し
て
る
奴
に
は
気
づ
け
」 

唱
「
う
る
さ
い
」 
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警
児
「
（
伊
沢
を
見
て
）
探
偵
ご
っ
こ
か
、
あ
の
人
は
違
う
」 

唱
「
な
に
が
？
」 

警
児
「
感
覚
で
分
か
る
」 

唱
「
え
？
」 

警
児
「
肌
感
覚
で
分
か
る
」 

唱
「
な
に
そ
れ
」 

警
児
「
ご
飯
作
っ
た
か
ら
、
帰
る
ぞ
」 

唱
「
・
・
・
」 

警
児
「
い
い
か
ら
。
ご
飯
作
っ
た
か
ら
」 

帰
路
へ
向
か
う
唱
と
警
児
。
ふ
と
後
ろ
を
振
り
返
る
伊

沢
。 

伊
沢
「
・
・
・
」 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
昼
休
み
） 

自
席
で
話
し
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
先
生
、
尾
行
し
た
の
？
」 

唱
「
尾
行
っ
て
い
う
か
、
な
ん
と
い
う
か
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
尾
行
。
は
っ
き
り
言
う
と
ス
ト
ー
カ
ー
」 

唱
「
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
な
ん
で
知
り
合
い
の
中
か
ら
犯
人
探
し
す
る
か
な
。
探

偵
と
か
、
中
学
生
と
か
っ
て
」 

唱
「
え
？
」 教

室
に
入
っ
て
来
る
壮
亮
に
ザ
ワ
ザ
ワ
す
る
数
名
の
生

徒
。 

壮
亮
「
（
視
線
を
感
じ
る
が
、
気
に
し
な
い
）
」 

ゆ
う
み
「
人
の
噂
だ
け
で
事
実
っ
て
決
め
つ
け
る
の
、
ほ
ん
と
悪

だ
よ
」 

唱
「
・
・
・
」 

 

〇 

通
学
路
、
あ
る
小
売
店
（
放
課
後
） 
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歩
い
て
い
る
唱
。
途
中
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
落
書
き
を
消
し

て
い
る
店
主
を
目
撃
す
る
。 

唱
「
・
・
・
」 

唱
、
一
度
は
通
り
過
ぎ
る
が
引
き
返
し
て
。 

唱
「
あ
の
・
・
・
」 

店
主
「
は
い
？
」 

唱
「
手
伝
え
る
こ
と
あ
り
ま
す
か
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

店
主
と
一
緒
に
落
書
き
を
消
し
て
い
る
唱
。 

店
主
「
あ
り
が
と
う
ね
」 

唱
「
い
え
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

夜
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
前
を
通
り
か
か
る
黒
ず
く
め
の
人
物
。 

黒
ず
く
め
「
！
？
」 

落
書
き
は
か
な
り
消
え
て
い
る
。 

黒
ず
く
め
「
（
怒
り
）
」 

 

〇 

唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

ご
飯
を
食
べ
て
い
る
唱
と
警
児
。 

唱
「
・
・
・
あ
の
さ
」 

警
児
「
？
」 

唱
「
・
・
・
犯
人
、
ど
う
や
っ
た
ら
捕
ま
え
ら
れ
る
？
」 

警
児
「
ん
？
何
を
言
っ
て
ん
だ
」 

唱
「
同
級
生
、
疑
わ
れ
て
る
ん
だ
」 

警
児
「
・
・
・
」 

 

〇 

流
山
中
学
校
・
校
門
（
日
替
わ
り
・
夕
） 

校
内
へ
入
ろ
う
と
す
る
警
児
。
校
門
前
に
は
警
備
員
。 

警
備
員
「
ご
用
件
は
」 

警
児
「
探
偵
で
す
」 
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警
児
を
止
め
る
警
備
員
。 

警
児
「
あ
、
（
保
護
者
プ
レ
ー
ト
を
出
し
）
保
護
者
で
す
」 

 

〇 
応
接
室
（
夕
） 

伊
沢
、
教
頭
、
警
児
が
話
し
て
い
る
。 

「
探
偵 

野
呂
警
児
」
と
書
か
れ
た
名
刺
を
見
て
い
る

教
頭
と
伊
沢
。 

警
児
「
野
呂
警
児
で
す
。
探
偵
で
す
」 

教
頭
「
・
・
・
」 

警
児
「
探
偵
で
す
」 

教
頭
「
分
か
り
ま
し
た
」 

警
児
「
あ
、
名
前
が
警
児
（
刑
事
）
な
の
で
、
混
同
し
て
し
ま
う

方
も
い
て
、
探
偵
と
２
回
言
い
ま
し
た
」 

教
頭
「
は
い
」 

警
児
「
あ
、
３
年
１
組
の
野
呂
唱
の
親
で
す
」 

伊
沢
「
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」 

教
頭
「
で
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
件
で
す
が
」 

警
児
「
予
言
の
落
書
き
の
件
、
私
の
方
で
も
調
査
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
し
て
」 

見
積
書
を
提
示
す
る
警
児
。 

教
頭
／
伊
沢
「
・
・
・
？
」 

警
児
「
校
門
横
の
落
書
き
も
拝
見
し
ま
し
た
。
一
刻
も
犯
人
を
捕

ま
え
な
い
と
、
よ
り
被
害
は
深
刻
に
」 

教
頭
「
（
見
積
書
を
指
し
）
こ
れ
は
？
」 

警
児
「
通
常
の
見
積
も
り
よ
り
も
、
だ
い
ぶ
お
値
引
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
息
子
が
通
っ
て
る
の
も
あ
り
ま
す
し
」 

教
頭
「
ん
、
私
た
ち
に
営
業
を
し
て
ま
す
？
」 

警
児
「
営
業
っ
て
言
い
方
は
ー
。
世
間
的
に
見
る
と
そ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
コ
コ
と
コ
コ
の
間
柄
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
関
わ
り
を
す
る
と
、
逆
に
関
係
性
が
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崩
れ
る
こ
と
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
友
人
同
士
だ
っ
た

の
に
、
い
や
友
人
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
対
価
を
曖
昧
に
、
仕
事

が
絡
ん
だ
関
わ
り
を
し
た
途
端
、
関
係
性
が
崩
れ
て
、
二
度

と
・
・
」 

教
頭
「
私
と
あ
な
た
は
友
人
で
は
な
い
で
す
よ
」 

警
児
「
そ
れ
は
・
・
・
そ
う
で
す
よ
ね
」 

教
頭
「
は
い
」 

 

〇 

昇
降
口
（
夕
） 

唱
、
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
職
員
出
口
か
ら
出
て
く
る
警
児

を
見
か
け
。 

唱
「
え
！
？
」 

警
児
「
（
唱
に
気
づ
き
）
お
お
」 

唱
「
な
に
し
て
る
の
？
」 

警
児
「
調
査
だ
よ
、
調
査
。
予
言
落
書
き
事
件
の
」 

唱
「
・
・
・
営
業
し
た
で
し
ょ
、
学
校
に
」 

警
児
「
ん
ん
？
」 

唱
「
や
め
て
よ
、
恥
ず
か
し
い
な
ー
」 

そ
こ
に
通
り
か
か
る
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
（
唱
と
目
が
合
い
）
え
・
・
・
じ
ゃ
あ
」 

唱
「
じ
ゃ
・
・
ま
た
明
日
」 

警
児
「
（
話
を
逸
ら
す
よ
う
に
、
ゆ
う
み
に
）
お
友
達
？
」 

ゆ
う
み
「
え
・
・
・
は
あ
」 

 

〇 

通
学
路
～
自
宅
ま
で
の
道
（
夕
） 

歩
い
て
い
る
唱
、
ゆ
う
み
、
警
児
。 

警
児
「
隣
の
席
な
の
か
、
唱
の
」 

ゆ
う
み
「
は
い
」 

警
児
「
迷
惑
か
け
ら
れ
て
な
い
？
こ
い
つ
勉
強
で
き
な
い
し
、
し

な
い
か
ら
」 
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唱
「
い
い
か
ら
」 

ゆ
う
み
「
ま
あ
」 

警
児
「
だ
よ
ね
、
ご
め
ん
ね
、
し
か
も
受
験
も
あ
る
こ
ん
な
タ
イ

ミ
ン
グ
に
転
校
し
て
き
て
」 

唱
「
そ
れ
は
父
さ
ん
の
せ
い
だ
ろ
」 

警
児
「
・
・
・
す
ま
な
い
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
私
も
転
校
生
な
の
で
。
１
年
前
に
で
す
け
ど
」 

警
児
「
そ
う
な
の
か
。
唱
と
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね
」 

分
か
れ
道
。 

ゆ
う
み
「
私
こ
っ
ち
な
の
で
」 

警
児
「
よ
か
っ
た
ら
お
茶
で
も
。
お
菓
子
出
す
よ
」 

ゆ
う
み
「
え
」 

唱
「
（
警
児
に
）
も
う
い
い
か
ら
」 

警
児
「
転
校
し
て
か
ら
、
唱
が
家
に
友
達
呼
ぶ
な
ん
て
こ
と
ま
だ

な
い
か
ら
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

警
児
「
そ
れ
に
探
偵
事
務
所
、
入
っ
た
こ
と
無
い
で
し
ょ
う
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
ま
あ
」 

 

○ 

３
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
・
入
口
（
夕
） 

歩
い
て
い
る
唱
、
ゆ
う
み
、
警
児
。 

２
０
３
号
室
の
ポ
ス
ト
に
「
野
呂
探
偵
事
務
所
」
の
表

記
。 

 

〇 

同
・
野
呂
探
偵
事
務
所
（
夕
） 

（
室
内
は
唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
と
部
屋
と
全
く
同
じ
）
。 

棚
に
は
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
、「
金
田
一
少
年
の
事
件
簿
」

な
ど
、
探
偵
モ
ノ
の
漫
画
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
眺

め
て
い
る
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
（
探
偵
漫
画
し
か
な
い
・
・
・
）
」 
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×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

警
児
「
ど
う
」 

事
務
所
宣
伝
用
の
自
撮
り
動
画
を
ゆ
う
み
に
見
せ
る
警

児
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
」 

唱
「
そ
れ
聞
き
た
か
っ
た
か
ら
呼
ん
だ
ん
だ
ろ
」 

警
児
「
ま
ず
は
ア
カ
ウ
ン
ト
作
っ
て
、
こ
の
動
画
を
流
そ
う
と
思

っ
て
る
ん
だ
」 

ゆ
う
み
「
す
い
ま
せ
ん
、
私
も
疎
い
の
で
」 

警
児
「
そ
う
か
ー
、
で
も
こ
ん
な
の
流
し
た
と
こ
ろ
で
、
タ
ピ
オ

カ
飲
み
な
が
ら
踊
っ
て
み
た
動
画
に
埋
も
れ
て
終
わ
り
だ
よ

な
ー
」 

唱
「
変
に
混
ざ
っ
て
る
か
ら
。
タ
ピ
オ
カ
と
踊
っ
て
み
た
は
別
だ

か
ら
」 

警
児
「
そ
れ
に
、
い
く
ら
ク
オ
リ
テ
ィ
が
良
く
て
も
、
既
に
世
の

中
に
あ
る
も
の
作
っ
ち
ゃ
、
世
間
に
と
っ
て
は
必
要
な
い
モ
ノ

な
ん
だ
よ
。
だ
っ
て
私
が

iP
h

o
n

e

を
自
作
で
作
れ
て
も
、
需

要
な
い
だ
ろ
？
」 

唱
「
え
、
な
に
？
」 

警
児
「
世
間
が
必
要
と
し
て
る
、
違
う
モ
ノ
を
生
み
出
さ
な
き
ゃ
。

バ
ン
ク
シ
ー
に
似
た
モ
ノ
描
い
た
っ
て
、
そ
り
ぁ
評
価
さ
れ
な

い
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

警
児
「
こ
れ
は
ア
イ
ツ
に
言
っ
た
ん
だ
よ
、
予
言
落
書
き
の
犯
人
」 

唱
「
ん
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

警
児
「
私
も
頑
張
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
で
は
な

い
な
」 

唱
「
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 
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○ 

公
園
（
夜
） 

連
続
逆
上
が
り
を
し
て
い
る
壮
亮
。
買
い
物
帰
り
の
唱
、

通
り
か
か
り
。 

唱
「
壮
亮
」 

壮
亮
「
お
お
っ
」 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
唱
と
壮
亮
。 

壮
亮
「
逆
上
が
り
だ
け
が
、
今
の
俺
の
気
分
転
換
」 

唱
「
・
・
・
言
わ
な
く
て
い
い
の
？
」 

壮
亮
「
え
」 

唱
「
言
っ
た
ら
誤
解
、
解
け
る
と
思
う
」 

壮
亮
「
で
も
な
・
・
・
」 

公
園
内
を
通
り
か
か
る
ゆ
う
み
。 

唱
「
あ
」 

壮
亮
「
あ
」 

ゆ
う
み
「
（
２
人
に
気
づ
い
て
）
あ
」 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。
鉄
棒
に
寄
り
か

か
っ
て
い
る
壮
亮
。 

唱
「
今
日
ご
め
ん
ね
。
父
さ
ん
、
意
味
わ
か
ん
な
か
っ
た
で
し
ょ
」 

ゆ
う
み
「
い
え
い
え
」 

壮
亮
「
え
、
何
？
」 

唱
「
今
日
家
来
て
く
れ
て
。
い
や
入
れ
て
し
ま
っ
て
」 

壮
亮
「
お
ま
え
ら
！
？
ズ
ブ
ズ
ブ
じ
ゃ
ね
え
か
」 

ゆ
う
み
「
色
々
意
味
履
き
違
え
て
る
」 

唱
「
う
ん
、
ほ
ん
と
に
！
」 

壮
亮
「
・
・
・
ま
あ
、
も
う
俺
な
ん
か
・
・
・
犯
人
候
補
に
も
な

っ
て
る
し
」 

ゆ
う
み
「
そ
れ
さ
、
ほ
ん
と
ク
ソ
だ
よ
。
言
っ
て
る
奴
ら
が
」 

壮
亮
「
・
・
・
あ
り
が
と
う
。
で
も
一
度
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
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も
う
消
え
な
い
か
ら
さ
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
大
丈
夫
、
こ
の
人
探
偵
だ
か
ら
」 

唱
「
え
！
？
・
・
・
う
ん
、
俺
は
壮
亮
が
や
っ
て
な
い
の
知
っ
て

る
し
」 

自
転
車
に
乗
っ
た
警
児
、
唱
を
見
つ
け
て
。 

警
児
「
唱
！
」 

壮
亮
「
・
・
・
誰
？
」 

唱
「
父
さ
ん
・
・
・
」 

壮
亮
「
え
！
？
探
偵
の
！
」 

警
児
、
や
っ
て
き
て
。 

警
児
「
買
い
物
行
く
っ
て
言
っ
て
、
全
然
帰
っ
て
こ
な
い
か
ら
。

ご
飯
作
っ
て
待
っ
て
る
の
に
」 

ゆ
う
み
／
壮
亮
「
こ
ん
ば
ん
は
」 

警
児
「
お
、
ゆ
う
み
ち
ゃ
ん
。
さ
っ
き
は
ど
う
も
。（
壮
亮
を
見
て
）

君
も
唱
の
お
友
達
？
」 

壮
亮
「
は
い
！
」 

唱
「
（
う
れ
し
い
）
」 

警
児
「
（
壮
亮
に
）
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
。
（
唱
に
）
帰
る
ぞ
、

ご
飯
作
っ
た
ん
だ
か
ら
」 

唱
「
は
い
は
い
」 

警
児
「
皆
も
夜
遅
い
か
ら
、
帰
り
は
気
を
付
け
て
」 

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
へ
帰
っ
て
い
く
面
々
。 

 

〇 

ト
ン
ネ
ル
内
～
家
の
近
く
（
夜
） 

家
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
ゆ
う
み
。
ト
ン
ネ
ル
内
に

人
影
。
落
書
き
の
色
落
ち
し
た
部
分
を
、
ス
プ
レ
ー
で
塗

り
足
し
て
い
る
黒
ず
く
め
の
人
物
。 

ゆ
う
み
「
え
・
・
・
」 

目
が
合
う
ゆ
う
み
と
黒
ず
く
め
。
来
た
道
を
引
き
返
す

ゆ
う
み
。
す
る
と
付
い
て
く
る
黒
ず
く
め
。 
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ゆ
う
み
「
！
？
」 

走
っ
て
逃
げ
る
ゆ
う
み
。 

 

〇 
暗
い
路
地
（
夜
） 

依
然
、
走
っ
て
逃
げ
る
ゆ
う
み
。
途
中
、
階
段
の
段
差
で

足
を
滑
ら
せ
、
転
倒
す
る
。 

ゆ
う
み
「
！
？
」 

立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
が
、
足
を
捻
っ
て
し
ま
い
、
中
々

立
ち
上
が
れ
な
い
。
巡
回
中
の
緒
方
、
数
十
メ
ー
ト
ル
先

の
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
影
を
確
認
し
、
自
転
車
で
直

行
。 

緒
方
「
（
ゆ
う
み
に
）
大
丈
夫
か
！
？
」 

震
え
て
い
る
ゆ
う
み
。 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
。
連
絡
事
項
を
伝
え
て
い
る
伊
沢
。

ゆ
う
み
の
席
は
空
席
。 

唱
「
・
・
・
」 

伊
沢
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
物
騒
な
事
件
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
夜

間
は
気
を
付
け
る
よ
う
に
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
後
。
伊
沢
に
駆
け
寄
る
唱
。 

唱
「
先
生
」 

伊
沢
「
う
ん
」 

唱
「
清
原
さ
ん
っ
て
・
・
・
」 

 

〇 

通
学
路
～
ゆ
う
み
の
家
の
近
く
（
放
課
後
） 

分
か
れ
道
。
一
方
を
曲
が
れ
ば
、
ゆ
う
み
の
家
だ
が
。 

唱
「
・
・
・
」 

も
う
一
方
を
曲
が
り
、
自
身
の
家
へ
向
か
う
。 
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〇 

ゆ
う
み
の
部
屋
（
夕
） 

受
験
勉
強
を
し
て
い
る
ゆ
う
み
。 

手
と
足
数
箇
所
に
包
帯
を
し
て
い
る
。 

 

○ 

流
山
中
学
校
・
校
門
前
（
朝
） 

天
候
は
雨
。
登
校
し
て
い
る
ゆ
う
み
。 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

教
室
に
入
っ
て
く
る
ゆ
う
み
。
未
だ
包
帯
を
し
て
い
る

箇
所
は
あ
る
。
生
徒
達
の
視
線
が
ゆ
う
み
に
集
ま
っ
て

い
る
。 

自
席
に
着
席
す
る
ゆ
う
み
。 

唱
「
お
は
よ
う
」 

ゆ
う
み
「
お
は
よ
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
後
。
ゆ
う
み
に
駆
け
寄
る
壮
亮
。 

壮
亮
「
・
・
・
大
丈
夫
？
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
う
ん
、
あ
り
が
と
」 

ゆ
う
み
に
話
し
か
け
た
壮
亮
に
、
ザ
ワ
ザ
ワ
し
て
い
る

数
名
の
生
徒
。 

生
徒
１
「
（
小
声
で
）
フ
ラ
れ
た
か
ら
、
突
き
飛
ば
し
た
っ
て
マ
ジ
？
」 

生
徒
２
「
（
小
声
で
）
そ
れ
に
落
書
き
に
注
目
し
て
ほ
し
い
か
ら
、

火
ま
で
つ
け
た
ん
だ
ろ
。
承
認
欲
求
す
げ
え
な
」 

凛
太
朗
「
（
大
声
で
）
な
ら
本
人
に
直
接
聞
け
よ
」 

漣
「
そ
れ
誰
が
言
っ
て
ん
の
？
」 

生
徒
１
「
お
れ
ら
も
噂
回
っ
て
聞
い
た
だ
け
で
・
・
」 

壮
亮
「
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
門
間
君
じ
ゃ
な
よ
。
姿
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

も
っ
と
全
然
大
人
な
感
じ
し
た
。
そ
れ
に
突
き
飛
ば
さ
れ
た
ん
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じ
ゃ
な
く
て
、
追
い
か
け
ら
れ
て
転
ん
だ
の
」 

生
徒
１
「
・
・
・
で
も
休
ん
だ
日
に
ゴ
ミ
捨
て
場
の
近
く
で
見
か

け
た
っ
て
・
・
・
」 

壮
亮
「
あ
の
日
休
ん
だ
の
は
・
・
・
オ
ー
デ
イ
シ
ョ
ン
受
け
て
・
・

芸
能
事
務
所
の
」 

一
同
「
！
？
」 

壮
亮
「
・
・
・
中
学
卒
業
し
た
ら
、
俳
優
に
な
り
た
く
て
・
・
・

そ
れ
で
・
・
こ
こ
な
ら
受
か
る
か
も
っ
て
事
務
所
受
け
た
ら
、

そ
の
場
で
不
合
格
っ
て
言
わ
れ
て
・
・
・
学
校
休
ん
で
受
け
た

の
に
、
落
ち
た
の
恥
ず
か
し
く
て
・
・
・
言
え
な
か
っ
た
」 

一
同
「
・
・
・
」 

壮
亮
「
そ
れ
で
休
ん
だ
ん
だ
よ
・
・
・
」 

凛
太
朗
「
そ
の
場
で
不
合
格
言
わ
れ
る
っ
て
・
・
ロ
ク
な
事
務
所

じ
ゃ
ね
え
、
ク
ソ
事
務
所
だ
ろ
」 

漣
「
・
・
落
ち
て
よ
か
っ
た
！
落
ち
る
べ
き
だ
っ
た
！
」 

壮
亮
「
え
・
・
・
」 

唱
「
当
日
に
合
否
出
す
芸
能
事
務
所
は
、
レ
ッ
ス
ン
料
と
か
の
お

金
目
当
て
だ
か
ら
、
受
か
っ
て
も
気
を
付
け
ろ
っ
て
、
前
の
学

校
の
先
生
も
言
っ
て
た
」 

漣
「
す
げ
ー
な
！
そ
の
先
生
！
」 

凛
太
朗
「
ど
ん
な
学
校
だ
よ
」 

込
み
上
げ
る
想
い
が
溢
れ
る
壮
亮
。 

 

○ 

流
山
中
学
校
・
外
観
（
昼
～
夕
） 

雨
が
止
み
、
陽
が
差
し
込
む
。
そ
し
て
夕
方
に
な
り
、
帰

り
の
チ
ャ
イ
ム
が
な
る
。 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
夕
） 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
終
わ
り
、
下
校
し
て
い
く
生
徒
達
。
自

席
で
考
え
込
ん
で
い
る
唱
。 
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ゆ
う
み
「
・
・
・
帰
ら
な
い
の
」 

唱
「
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

誰
も
い
な
い
教
室
。 

ひ
と
り
、
考
え
込
ん
で
い
る
唱
。 

 

○ 

唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

防
寒
着
に
着
替
え
、
玄
関
に
向
か
う
唱
。 

警
児
「
ど
こ
い
く
ん
だ
」 

唱
「
ち
ょ
っ
と
、
散
歩
」 

警
児
「
・
・
・
気
を
付
け
て
行
け
よ
」 

唱
「
・
・
・
う
ん
」 

 

〇 

路
上
～
小
売
店
～
河
川
敷
～
校
門
前
（
夜
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
描
か
れ
た
落
書
き
を
見
て
い
る
唱
。

時
折
、
唱
の
後
ろ
に
人
影
。 

 

〇 

ト
ン
ネ
ル
内
（
夜
） 

２
３
時
過
ぎ
。
壁
の
落
書
き
を
凝
視
し
て
い
る
唱
。
す
る

と 

警
児
「
こ
の
時
間
に
、
中
学
生
が
１
人
で
の
外
出
は
禁
止
だ
」 

振
り
返
る
と
そ
こ
に
は
警
児
。 

 

○ 

ト
ン
ネ
ル
近
く
の
茂
み
（
夜
） 

茂
み
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
人
通
り
を
覗
い
て
い
る
唱

と
警
児
。 

警
児
「
な
ぜ
こ
こ
な
ん
だ
」 

唱
「
清
原
が
言
っ
て
た
。
犯
人
は
、
こ
こ
の
落
書
き
の
色
を
塗
り

足
そ
う
と
し
て
た
っ
て
」 

警
児
「
う
ん
」 
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唱
「
犯
人
は
絵
を
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
。
だ
か
ら
絵
の
通
り
に

燃
や
し
た
り
し
た
」 

警
児
「
う
ん
」 

唱
「
え
っ
と
・
・
他
の
場
所
の
絵
も
見
た
ら
、
ク
オ
リ
テ
ィ
は
、

ど
ん
ど
ん
落
ち
て
き
て
る
気
が
し
て
」 

警
児
「
警
戒
さ
れ
て
、
絵
に
か
け
ら
れ
る
時
間
も
減
っ
て
る
だ
ろ

う
」 

唱
「
う
ん
。
犯
人
の
中
で
は
、
こ
こ
の
絵
は
特
に
お
気
に
入
り
な

ん
だ
よ
。
だ
か
ら
絶
対
に
ま
た
来
る
」 

警
児
「
（
い
い
推
理
だ
な
）
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

数
時
間
後
。
ト
ン
ネ
ル
内
を
見
て
い
る
唱
と
警
児
。 

唱
「
寒
っ
」 ホ

ッ
カ
イ
ロ
数
枚
を
唱
に
渡
す
警
児
。 

警
児
「
ホ
ッ
カ
イ
ロ
は
張
り
込
み
の
基
本
だ
」 

唱
「
あ
ん
ま
り
路
上
で
張
り
込
み
し
て
る
の
、
聞
い
た
こ
と
な
い

け
ど
。
普
通
、
車
の
中
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

警
児
「
そ
れ
は
物
語
の
中
の
探
偵
だ
。
そ
れ
に
車
売
っ
ち
ゃ
っ
た

し
。
こ
れ
が
現
実
」 

唱
「
・
・
・
」 

警
児
「
唱
、
ご
め
ん
な
」 

唱
「
え
」 

警
児
「
迷
惑
か
け
て
・
・
ご
め
ん
な
」 

唱
「
・
・
・
う
ん
。
・
・
・
誰
か
来
る
？
」 

警
児
「
？
」 ト

ン
ネ
ル
内
に
入
っ
て
来
た
の
は
、
蛍
光
色
の
パ
ト
ロ

ー
ル
ベ
ス
ト
を
着
た
伊
沢
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

落
書
き
を
見
て
い
る
唱
、
警
児
、
伊
沢
。 

伊
沢
「
見
回
り
と
い
い
ま
す
か
、
生
徒
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
の
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で
」 

警
児
「
す
み
ま
せ
ん
、
う
ち
の
息
子
が
疑
っ
て
た
み
た
い
で
」 

唱
「
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」 

伊
沢
「
い
え
・
・
じ
ゃ
あ
や
っ
ぱ
り
お
２
人
で
す
か
？
先
日
、
僕

の
こ
と
尾
行
し
て
た
の
？
」 

唱
「
え
、
気
づ
い
て
た
ん
で
す
か
！
？
」 

警
児
「
そ
れ
も
息
子
が
。
す
み
ま
せ
ん
」 

伊
沢
「
い
や
、
僕
も
唱
さ
ん
と
偶
然
会
っ
た
時
に
変
な
対
応
を
し

て
し
ま
っ
た
の
で
」 

警
児
「
そ
う
な
ん
で
す
か
」 

伊
沢
「
実
は
昔
、
一
緒
に
絵
を
や
っ
て
い
た
子
が
バ
ン
ク
シ
ー
好

き
で
。
そ
の
子
も
バ
ン
ク
シ
ー
を
模
倣
し
た
よ
う
な
作
品
を
描

い
て
て
」 

警
児
「
ほ
お
」 

伊
沢
「
そ
の
子
を
思
い
出
し
て
し
ま
っ
て
。
あ
！
そ
の
子
が
犯
人

か
も
っ
て
訳
で
は
！
気
に
な
っ
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
調
べ
た

ら
、
海
外
で
結
婚
し
て
暮
ら
し
て
ま
し
た
」 

警
児
「
あ
検
索
し
た
ん
で
す
ね
」 

伊
沢
「
・
・
・
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
」 

警
児
「
忘
れ
ら
れ
な
い
片
想
い
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
」 

唱
「
・
・
・
。
（
警
児
に
）
ね
え
？
」 

落
書
き
の
絵
で
立
ち
止
ま
る
黒
ず
く
め
の
人
物
。
手
に

は
カ
バ
ン
。 

目
配
せ
を
し
合
う
唱
、
警
児
、
伊
沢
。 

黒
ず
く
め
「
（
落
書
き
を
じ
っ
と
見
て
い
る
）
」 

唱
「
・
・
・
ど
う
な
の
」 

警
児
「
・
・
・
ま
だ
だ
、
確
証
が
な
い
」 

カ
バ
ン
に
手
を
か
け
る
黒
ず
く
め
。 

唱
／
警
児
／
伊
沢
「
！
？
」 

そ
の
時
、
警
児
の
ス
マ
ホ
か
ら
メ
ー
ル
着
信
音
が
鳴
る
。
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茂
み
の
方
を
向
く
黒
ず
く
め
。 

警
児
「
・
・
・
う
わ
ぉ
」 

唱
「
な
ん
で
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
し
て
な
い
の
！
探
偵
だ
ろ
！
」 

警
児
「
何
時
も
依
頼
メ
ー
ル
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
」 

唱
「
で
も
こ
う
い
う
時
は
別
じ
ゃ
ん
！
」 

警
児
「
・
・
・
あ
あ
っ
！
」 

茂
み
か
ら
出
る
一
同
。
黒
ず
く
め
と
対
面
し
。 

黒
ず
く
め
「
（
気
づ
い
て
）
！
？
」 

警
児
「
突
然
す
み
ま
せ
ん
、
探
偵
で
す
」 

黒
ず
く
め
「
は
い
？
」 

警
児
「
お
仕
事
帰
り
で
す
か
」 

黒
ず
く
め
「
は
あ
？
」 

警
児
「
最
近
落
書
き
や
放
火
の
事
件
起
き
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
ま
し
て
」 

黒
ず
く
め
「
・
・
・
」 

警
児
「
失
礼
で
す
が
、
か
ば
ん
の
中
を
見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」 

黒
ず
く
め
「
な
ぜ
？
」 

警
児
「
調
査
の
一
環
で
す
」 

黒
ず
く
め
「
・
・
・
任
意
で
す
か
」 

警
児
「
探
偵
の
調
査
に
は
、
任
意
は
無
い
ん
で
す
よ
」 

黒
ず
く
め
「
任
意
が
無
い
な
ら
、
人
の
こ
と
は
調
べ
ら
れ
な
い
で

す
よ
ね
？
」 

警
児
「
（
こ
の
野
郎
）
」 

黒
ず
く
め
「
帰
る
と
こ
ろ
で
。
い
い
で
す
か
」 

警
児
「
・
・
・
」 

伊
沢
「
・
・
・
あ
の
」 

黒
ず
く
め
「
（
伊
沢
を
睨
む
）
」 

伊
沢
「
え
っ
と
・
・
そ
の
・
・
上
着
の
袖
」 

黒
ず
く
め
「
あ
？
」 

伊
沢
「
絵
描
い
て
る
人
っ
て
、
服
に
色
が
つ
い
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
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い
で
す
か
。
洗
濯
す
れ
ば
落
ち
る
事
も
あ
り
ま
す
が
」 

警
児
「
（
伊
沢
に
）
大
丈
夫
か
？
」 

伊
沢
「
で
も
特
に
袖
の
裏
っ
て
、
ほ
ん
と
に
落
ち
な
い
箇
所
な
ん

で
す
よ
」 自

身
の
シ
ャ
ツ
の
裏
地
を
見
せ
る
伊
沢
。
絵
の
具
汚
れ

が
軽
く
つ
い
て
い
る
。 

唱
「
ほ
ん
と
だ
・
・
・
」 

自
身
の
袖
に
、
目
線
が
行
く
黒
ず
く
め
。 

伊
沢
「
も
し
描
い
て
な
い
な
ら
、
色
な
ん
て
付
い
て
る
は
ず
が
な

い
ん
で
す
」 

警
児
「
私
よ
り
探
偵
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
」 

伊
沢
「
袖
裏
だ
け
で
も
見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」 

黒
ず
く
め
「
・
・
・
」 

伊
沢
「
う
ち
の
生
徒
、
巻
き
込
ま
れ
て
る
ん
で
す
」 

黒
ず
く
め
「
・
・
・
」 

警
児
「
カ
バ
ン
か
袖
裏
、
ど
ち
ら
か
で
い
い
ん
で
見
せ
・
・
」 

突
如
、
走
り
去
る
黒
ず
く
め
。 

一
同
「
！
？
」 

追
い
か
け
る
面
々
。 

 

〇 

道
（
深
夜
） 

黒
ず
く
め
を
追
っ
て
い
る
一
同
。 

唱
「
（
こ
っ
ち
の
道
な
ら
先
回
り
で
き
る
！
）
」 

迷
う
こ
と
な
く
走
る
唱
。
流
山
の
街
を
知
っ
た
証
で
あ

る
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

黒
ず
く
め
を
追
い
か
け
る
一
同
。
遂
に
三
方
に
囲
み
、
追

い
詰
め
る
。
す
る
と
刃
物
を
出
す
黒
ず
く
め
。 

唱
「
え
・
・
・
」 

唱
の
方
に
対
面
す
る
黒
ず
く
め
。 
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警
児
「
唱
！
」 

刃
物
を
突
き
出
し
、
唱
へ
向
か
っ
て
走
る
黒
ず
く
め
。 

唱
「
！
？
」 

黒
ず
く
め
「
（
何
か
に
気
づ
き
）
！
？
」 

自
転
車
に
乗
っ
た
緒
方
が
黒
ず
く
め
に
突
進
。 

黒
ず
く
め
「
（
崩
れ
落
ち
る
）
」 

黒
ず
く
め
を
取
り
押
さ
え
る
緒
方
。 

緒
方
「
（
唱
に
）
大
丈
夫
か
！
？
」 

唱
「
は
い
・
・
・
」 

緒
方
、
黒
ず
く
め
の
マ
ス
ク
を
取
る
と
、
誰
も
見
覚
え
の

な
い
男
・
高
橋
（
４
６
）
。 

高
橋
「
評
価
し
ろ
よ
・
・
・
平
等
に
見
ろ
よ
・
・
・
な
ん
で
俺
だ

け
・
・
・
（
と
呟
く
）
」 

無
線
で
各
位
に
連
絡
す
る
緒
方
。 

唱
「
（
ま
だ
少
し
呆
然
と
し
て
い
る
）
」 

警
児
「
（
唱
に
）
大
丈
夫
か
、
ご
め
ん
な
」 

緒
方
「
２
３
時
以
降
の
青
少
年
の
外
出
は
、
条
例
で
禁
止
さ
れ
て

ま
す
。・
・
・
今
回
は
正
当
な
理
由
が
あ
っ
た
と
は
い
え
・
・
・
」 

唱
「
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
」 

緒
方
「
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
大
人
も
同
伴
し
て
い
た
の
で
」 

警
児
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

伊
沢
「
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
し
た
」 

緒
方
「
（
伊
沢
を
見
て
）
ん
？
あ
れ
・
・
・
」 

伊
沢
「
（
緒
方
の
反
応
に
）
え
？
・
・
・
」 

近
づ
い
て
く
る
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
音
。
朝
日
が
出

か
か
っ
て
い
る
。 

警
児
「
（
朝
日
に
対
し
て
）
う
わ
お
」 

伊
沢
「
朝
・
・
あ
、
野
呂
さ
ん
、
学
校
・
・
行
け
る
？
」 

唱
「
は
い
、
行
き
ま
す
」 
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〇 

通
学
路
（
朝
） 

学
校
へ
向
か
っ
て
い
る
ゆ
う
み
。 

 

〇 
流
山
中
学
校
・
校
門
前
（
朝
） 

ゆ
う
み
、
歩
い
て
い
る
と
、
校
門
前
に
唱
が
立
っ
て
い

て
。 

唱
「
（
ゆ
う
み
に
気
づ
い
て
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
）
」 

ゆ
う
み
「
（
あ
り
が
と
う
）
」 

 

〇 

流
山
市
内
・
景
観
（
日
替
わ
り
） 

 

○ 

受
験
会
場
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

試
験
を
受
け
て
い
る
ゆ
う
み
。（
包
帯
は
全
て
と
れ
て
い

る
） 

 

〇 

唱
の
自
宅
・
リ
ビ
ン
グ
（
日
替
わ
り
・
昼
） 

Ｐ
Ｃ
で
通
信
制
高
校
・
Ｄ
校
の
入
試
結
果
を
見
て
い
る

唱
。
画
面
に
は
「
合
格
」
の
表
示
。 

唱
「
お
っ
・
う
お
ぉ
・
・
っ
し
ゃ
あ
ー
ー
」 

 

〇 

通
学
路
～
ト
ン
ネ
ル
内
（
日
替
わ
り
・
昼
） 

学
校
の
帰
り
道
。
唱
、
歩
い
て
い
る
と
、
巡
回
中
の
緒
方

が
や
っ
て
来
て
。 

緒
方
「
も
う
学
校
終
わ
り
？
」 

唱
「
明
日
、
卒
業
式
な
の
で
」 

緒
方
「
お
お
、
卒
業
お
め
で
と
う
」 

唱
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

緒
方
「
早
い
ね
ー
、
も
う
卒
業
か
」 

唱
「
そ
も
そ
も
、
ま
だ
会
っ
て
２
ヶ
月
で
す
よ
」 

緒
方
「
そ
う
だ
っ
た
、
転
校
生
。
ね
え
、
君
の
先
生
の
名
前
っ
て
、
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伊
沢
先
生
？
」 

唱
「
は
い
。
え
？
」 

 

〇 
ゆ
う
み
の
部
屋
（
日
替
わ
り
・
朝
） 

３
月
１
７
日
。
卒
業
式
当
日
。
制
服
に
ス
カ
ー
フ
を
通
し

て
い
る
ゆ
う
み
。
壁
掛
け
カ
レ
ン
ダ
ー
の
３
月
１
７
日

を
見
て
い
る
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

 

〇 

通
学
路
～
あ
る
小
売
店
前
（
朝
） 

学
校
へ
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
唱
。 

途
中
、
車
道
を
挟
ん
だ
先
で
、
店
主
が
緒
方
に
感
謝
し
て

い
る
光
景
を
目
撃
す
る
。 

 

〇 

通
学
路
～
流
山
中
学
校
前
（
朝
） 

唱
、
歩
い
て
い
る
と
。
後
ろ
か
ら
壮
亮
が
。 

壮
亮
「
お
う
」 

唱
「
お
は
よ
う
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

学
校
へ
歩
い
て
い
る
唱
と
壮
亮
。 

壮
亮
「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
な
ー
」 

唱
「
ほ
ん
と
に
」 

壮
亮
「
・
・
・
お
ま
え
い
な
か
っ
た
ら
さ
、
こ
ん
な
感
じ
で
、
絶

対
卒
業
で
き
て
な
か
っ
た
」 

唱
「
・
・
・
」 

壮
亮
「
あ
り
が
と
う
な
」 

唱
「
こ
ち
ら
こ
そ
」 

 

〇 

体
育
館
（
朝
） 

卒
業
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
て
い
る
。 
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×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

保
護
者
席
に
ス
ー
ツ
姿
で
座
っ
て
い
る
警
児
。
そ
の
横

に
は
、
唱
の
母
で
警
児
の
元
妻
・
南
野
恵
（
５
０
）
。 

警
児
「
あ
り
が
と
う
な
」 

恵
「
唱
に
ご
飯
ち
ゃ
ん
と
食
べ
さ
せ
て
る
？
野
菜
食
べ
ろ
と
か
言

っ
て
、
ボ
ウ
ル
一
杯
の
生
野
菜
出
し
て
な
い
で
し
ょ
う
ね
」 

警
児
「
（
図
星
・
・
・
）
」 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

壇
上
。
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
唱
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

卒
業
生
が
退
場
し
て
い
る
。
拍
手
で
送
っ
て
い
る
在
校

生
や
保
護
者
ら
。
途
中
、
保
護
者
席
に
恵
が
い
る
こ
と
に

気
づ
く
唱
。 

唱
「
（
恵
に
）
！
？
」 

唱
に
向
か
っ
て
、
よ
り
強
い
拍
手
を
送
る
恵
。 

唱
「
（
あ
り
が
と
う
）
」 

 

〇 

３
年
１
組
教
室
（
昼
） 

式
後
。
話
し
て
い
る
唱
と
伊
沢
。 

伊
沢
「
卒
業
お
め
で
と
う
」 

唱
「
２
カ
月
に
し
て
は
濃
い
生
活
で
し
た
」 

伊
沢
「
先
生
も
２
か
月
と
は
思
え
な
い
よ
」 

唱
「
そ
う
だ
、
先
生
も
初
日
遅
刻
勢
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」 

伊
沢
「
ん
？
」 

唱
「
お
巡
り
さ
ん
が
言
っ
て
ま
し
た
。
教
育
実
習
初
日
に
遅
刻
し

た
の
は
、
流
山
中
の
教
育
実
習
生
史
上
初
だ
っ
て
」 

伊
沢
「
ど
う
し
て
！
？
え
？
お
巡
り
さ
ん
？
」 

ゆ
う
み
を
見
か
け
る
唱
。 

唱
「
あ
、
ま
た
顔
出
し
ま
す
ね
！
」 

ゆ
う
み
の
方
へ
向
か
う
唱
。 
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伊
沢
「
ち
ょ
・
・
・
あ
の
警
官
の
子
！
（
と
思
い
出
し
）
・
・
・
警

官
に
な
っ
た
の
か
」 

嬉
し
そ
う
に
唱
の
姿
を
見
て
い
る
伊
沢
。 

 

〇 

昇
降
口
（
昼
） 

卒
業
生
や
保
護
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
校
門
へ
向
か
っ

て
い
る
ゆ
う
み
。
追
い
か
け
る
唱
。 

唱
「
（
追
い
つ
い
て
）
帰
る
の
？
」 

ゆ
う
み
「
喋
る
人
い
な
い
し
」 

唱
「
俺
も
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
」 

唱
「
・
・
・
」 

 

〇 

通
学
路
～
家
ま
で
の
道
（
昼
） 

歩
い
て
い
る
唱
と
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
・
・
・
ち
ょ
っ
と
喜
ん
で
い
い
？
」 

唱
「
え
？
」 背

伸
び
を
し
、
思
わ
ず
声
を
上
げ
る
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
地
獄
終
わ
っ
た
ー
」 

唱
「
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
あ
、
ず
っ
と
こ
の
日
待
っ
て
た
の
」 

唱
「
そ
う
な
ん
だ
」 

ゆ
う
み
「
不
登
校
に
な
ろ
う
と
も
思
っ
た
け
ど
、
で
も
そ
の
分
耐

え
た
ら
、
こ
の
日
の
快
感
、
最
高
か
も
と
思
っ
て
」 

唱
「
う
ん
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
超
快
感
、
あ
ー
！
」 

唱
「
（
ゆ
う
み
の
姿
に
驚
い
て
い
る
）
」 

ゆ
う
み
「
で
も
」 

唱
「
？
」 

ゆ
う
み
「
最
後
の
２
ヶ
月
は
早
く
感
じ
た
」 
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唱
「
・
・
・
そ
う
な
ん
だ
」 

ゆ
う
み
「
あ
り
が
と
」 

唱
「
え
」 

ゆ
う
み
「
探
偵
に
な
っ
た
ら
教
え
て
。
何
か
あ
っ
た
ら
依
頼
す
る

ね
」 

唱
「
ま
だ
な
る
っ
て
決
め
た
わ
け
じ
ゃ
・
・
・
」 

ゆ
う
み
「
そ
の
と
き
は
割
引
よ
ろ
し
く
」 

唱
「
な
ん
で
」 

ゆ
う
み
「
コ
コ
と
コ
コ
の
関
係
性
で
」 

唱
「
そ
こ
は
依
頼
人
と
探
偵
の
関
係
性
だ
か
ら
」 

ゆ
う
み
「
け
ち
」 

唱
「
て
か
、
だ
っ
た
ら
さ
・
・
あ
れ
・
・
連
絡
先
・
・
」 

ゆ
う
み
「
あ
交
換
？
い
い
よ
」 

唱
「
お
、
お
う
」 

ゆ
う
み
「
で
も
紙
と
ペ
ン
」 

唱
「
・
・
・
あ
！
」 

卒
業
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
欄
を
見
せ
る
唱
。 

ゆ
う
み
「
お
お
」 

お
互
い
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
に
連
絡
先

を
書
き
合
う
唱
と
ゆ
う
み
。 

ゆ
う
み
「
こ
の
欄
を
使
う
世
界
線
が
私
に
あ
る
と
は
」 

唱
「
同
じ
く
」 

お
互
い
、
連
絡
先
を
書
き
終
わ
り
。 

ゆ
う
み
「
ま
た
ね
」 

歩
き
去
っ
て
い
く
ゆ
う
み
。
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
っ
て
い

く
ゆ
う
み
の
姿
。
唱
、
走
っ
て
近
づ
き
。 

唱
「
絶
対
な
る
か
ら
！
（
叫
ぶ
）
」 

ゆ
う
み
「
・
・
・
（
振
り
返
っ
て
）
う
る
さ
い
！
」 

再
会
を
予
感
さ
せ
る
２
人
の
姿
。 
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唱
Ｍ
「
こ
れ
が
探
偵
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」 

タ
イ
ト
ル
「
中
学
生
探
偵
日
記
」 


